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斑鳩小学校遺跡第 5次調査 空中写真
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巻頭写真 2

鯖遺跡第 23次調査北端自然河道出士「銅鏃」

斑鳩小学校遺跡第 5次調査出土 「＇［昆炉 」



例 言

1. 本報告書は、平成 17・18・19・20年度に実施した埋蔵文化財調査のうち、町単費事業及び受託事

業として実施した試掘確認調査及び本発掘調査の概要報告書である。

2. 調査は、太子町教育委員会が主体となり、同社会教育課文化財係三村修次• 海野浩幸が担当した。

3. 本報告書の執筆・編集は、社会教育課文化財係三村・海野が行った。

4. 遺物実測・トレース等の整理作業は、岩村千穂・改発法子・丸山貴子がおこなった。

5. 各年度の調査位置図は、太子町作成 1/25,000「太子町全図」（平成 9年）を 1/30,000に縮小し、使

用した。

6. 本報告書の示す標高は、 T・Pを基準とし、方位は座標北を示す。

7. 本報告書で用いた経緯度は、世界測地系を基準とした。

8. 遺物実測図の断面は、縄紋土器・弥生士器・土師器は黒塗りで、須恵器・瓦・瓦器は白抜きで、陶

磁器はドットで、石・ 金属製品は斜線でそれぞれ示した。

9. 本報告書に使用した図面・写真は、太子町教育委員会が保管している。

35°- - 35° 

1315° 

- 34° 

図 1 太子町位置図
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I 平成 17年度調査概要

平成 17年度では、 16件の調査を実施した。 その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調査が 10

件、公共事業に伴う本発掘調査が 1件、公共事業に伴う立会調査が 3件、区画整理事業伴う試掘確認調

査が 2件である。そのうち、 3箇所の民間開発事業に伴う試掘確認調査と、 1箇所の区画整理事業に伴

う試掘確認調査を国庫補助事業として実施した。

表 1 平成 17年度埋蔵文化財調査一覧

No. 遺跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

(niう (rriう

1 斑鳩寺遺跡 鯖字斑鳩寺 雨水設備整備 20 20 平成 17年 5月30日 文化財資料

（第 10次調査） 国庫補助事業 ~6月 11日 第 74集

2 樋ノ上遺跡 馬場字樋ノ 宅地造成 1662 58.8 平成 17年6月20日 文化財資料

上 国庫補助事業 ~6月 22日 第 74集

3 饒石田遺跡 触外前田 店舗建設 2521.78 76.2 平成17年 6月27日 文化財資料

因庫補助事業 ~6月30日 第 74集

4 山田畑田遺跡 山田字畑 携帯電話基地 12 12 平成 17年 8月 3日 本書掲載

局建設 ~8月 5日

5 斑鳩寺遺跡 鵠字斑鳩寺 雨水設備整備 81 81 平成 17年 9月 7日 本書掲載

（第 11次調査） ~9月 22日

6 立岡東遺跡 立岡字小畑 宅地造成 2253 50 平成 17年 9月26日 本書掲載

~9月 30日

7 太田字山ノ下 太田字山ノ 宅地造成 3296.85 60 平成 17年 10月 6日 本書掲載

下 ~10月 11日

8 春日社跡遺跡 馬場字春日 携帯電話基地 78.86 36 平成 17年 10月 17日 本書掲載

局建設 ~10月 20日

， 太田田中遺跡 太田字五反 宅地造成 4562 50 平成 17年 12月 12日 本書掲載

田 ~12月 16日

10 鯖退韮亦 鱚字ソ入治田 公共下水道敷 96 96 平成 18年 1月 6日 本書掲載

（第22次調査） 設受託事業 ~1月 31日 公共事業

11 竹広字前田 竹広字前田 区画整理 6397 132 平成 18年 1月24日 文化財資料

国庫補助事業 ~2月 3日 第 74集

12 鱚遺跡 鯖字久治田 水路改修 L=700m 50 平成 17年 12月 28日 本書掲載

（第23次調査） （県士木） ～平成 18年 2月28日 公共事業

13 東保遺跡 東保字中ノ 宅地造成 1627 32 平成 18年 2月 7日 本書掲載

壺 ~2月 10日

14 太田字往田 太田字往田 区画整理 7757 249 平成 18年 2月 10日 本書掲載

~22日

15 斑鳩小学校遺跡 饒字斑鳩寺 小学校校舎改 13039 107 平成 18年 2月28日 本書掲載

（第3次調査） 築工事 ~3月 7日 公共事業

16 東保遺跡 東保 町道改良工事 123 70 平成 18年 3月 6日 本書掲載

~3月 8日 公共事業
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図 2 平成 17年度調査位置図
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山田畑田山遺跡

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町山田字畑 497-2

2. 調査期間

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成 17年 8月 3日"-'8月 4日

5. 調査面積

12 m2 

C ダ/'-...¥ l¥'l、II

調査区配置図(112,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、調査区配置図(1/250)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 4秒）、東経(134度 37分 17秒）

7. 調査に至る経過

太子町山田字畑 497-2において携帯電話無線基地局の建設が計画され、建設予定地は周知の埋蔵文

化財である山田畑田山遺跡の包蔵地内に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため

確認調査を実施した。調査地の現況は、標高 19.lOmを測る駐車場であるが、以前は個人住宅と畑であ

った。

8. 調査の概要

調査は、工事予定地の 3X4mの範囲に調査区を設定して実施した。 調査地の基本土層は、アスファ

ルト、造成盛土（約 40cm)、明褐色砂質上・バイ乱土(4'"'-'6cm)で黄橙色砂質土・地山（岩盤風化土）となっ

ている。遺構・遺物包含層は検出されず、遺物の出土もなかった。

9. まとめ

調査の結果、調査地点は畑造成及び宅地建築時に東面する斜面をカット・削平して造成されており、

また、駐車場造成時に旧耕土を漉き取っていることも判明した。今回の調査地点には、遺構は存在しな

いことが確認された。

N s
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4.IJl褐色砂質土
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ぽ菫風化土）

゜
2m 

図 4 土層断面図
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斑鳩寺遺跡（第 11次調査）

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町鯖字斑鳩寺 709

2. 調査期間

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 17年 9月 7日~9月 22日

5. 調査面積

81吋

6. 記録作成

図 5 調査区配置図(112,000)

土層実測図(1/20)、遺構実測図(1/20)、調査区配置図(1/500)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 13秒）、東経(134度 34分 31秒）

7. 調査に至る経過

斑鳩寺の境内において雨水排水設備整備が進められており、今回は聖徳殿の南・西・北側と、講堂北

東から聖霊権現社北側にかけての工事が実施されることになり、掘削堀り方が狭小であり、また、参拝

客への安全面から工事の工程にあわせて立会調査を実施した。工事の概要は、幅 40cm、深さ 30cmの

掘り方で、総延長は約 211mである。

8. 調査の概要

調査地の基本土層は、聖徳殿周囲部分では上層から表土・バラス(4cm)、灰褐色～暗灰褐色盛土・ガ

ラス含む(10,--....,15cm)で褐色砂質士ないし明褐色士の整地層となっている。

講堂北東から聖霊権現社間では、上層から表士・バラス(4cm)、現代の盛土(8cm)、褐色整地層・小円

礫混じり (15,--....,22cm)で褐色砂礫となっている。

聖霊権現社北側では、上層から表士・バラス(4cm)、灰褐色土・盛土(16cm)で明褐色土となっている。

遺構は、聖徳殿奥殿北西部で、地表下約 25cmのレベルで石列状遺構を検出した。遺構は、北側に角

礫と川原石を用いた石列と、南側に川原石を用いた幅約 60cmを測る敷石状の石列からなっており、北

側の石列には五輪塔の火部分 1個が転用されていた。全体の規模は調査区が狭小なため不明であるが、

東西方向に延びているものと考えられる。

9. まとめ

調査の結果、聖徳殿奥殿北西部で東西方向に延びると考えられる石列状遺構を検出した。限られた範

囲での調査であったため、全容を把握することはできなかったが、旧太子堂に付随する築地塀の基礎の

一部にあたるのではないかと推測される。斑鳩寺境内の旧状を復元する上で貴重な資料を得ることがで

きた。

なお、検出した遺構は埋設管の深度を変更し、保存処置を講じた。
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図 6 石列（東より） 図 7 石列（南西より）
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図 8 遺構平面図・土層断面図
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立岡東遺跡

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町立岡字小畑 131-1 他 3筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 17年 9月 26日,.-.._,g月 30日

5. 調査面積

50 rrf 図 9 トレンチ配置図(112,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、試掘坪配置図(1/300)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 49分 39秒）、東経(134度 34分 47秒）

7. 調査に至る経過

太子町立岡字小畑 131-1他 3筆において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財であ

る立岡東遺跡の包蔵地内に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため確認調査を実

施した。 調査地の現況は、標高 llm前後を測る休耕田である。なお、調査地一帯は平成 7年度にカド

ミウム汚染による士壌改良工事に伴う試掘確認調査が実施されている。

8. 調査の概要

調査は、2X5mのトレンチを 4箇所設定して実施した。調査地の土層は、耕士(20cm)、汚染士壌改良

入替士(4,...__,8cm)で明褐色砂質土ないしは褐色砂礫の地山となっている。南端に設定した 4トレンチでは、

地山上面に灰褐色砂質上が堆積している。各トレンチとも、遺構・遺物包含層は検出されず、遺物の出

土もなかった。

9. まとめ

調査の結果、地山面は南側へ緩やかに傾斜していることが確認された。遺構及び遺物も検出されなか

ったことから、東隣で平成 15年度に実施した試掘確認調査の成果とあわせ、今回の調査地は立岡東遺

跡の立地する微高地の縁辺部にあたると考えられる。

図 10 1トレンチ 図 11 2トレンチ 図 12 3トレンチ 医 13 4トレンチ
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1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町太田字山ノ下 1570-6 他

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 17年 10月 6日"-'10月 11日

5. 調査面積

60 rri 図 15 トレンチ配置図(112,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、試掘坪配置図(1/300)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 49分 41秒）、東経(134度 36分 22秒）

7. 調査に至る経過

太子町太田字山ノ下 1570-6他において宅地造成が計画され、造成予定地は周地の埋蔵文化財の範囲

外であるが、西に隣接して川島遺跡が所在することから、遺構及び遺物包含層の広がりを確認するため

試掘調査を実施した。調査地は以前は工場倉庫が建っていたが、現況は更地となっている。

8. 調査の概要

調査は、 2X5mのトレンチを 4箇所設定して実施した。調査地の土層は、造成盛士(50~90cm)、耕土

(20cm)、青灰色土(10~30cm)、灰色～褐灰色粘質土及び黄褐色粘質土が 30~40cm堆積している。西端

の 1トレンチとその東に設定した 2トレンチで黄色粘質土の地山が確認されたが、それより東と南の 3・

4 トレンチでは黒灰色粘質士となっている。この黒灰色粘質士は、ボーリングステッキによる検索の結

果 lm以上の厚さを持つことが確認された。各トレンチとも、遺構・遺物包含層は検出されず、遺物の

出士もなかった。

9. まとめ

調査の結果、川島遺跡に関連する遺構・遺物は確認されず、今回の調査地には遺跡は所在しないこと

が確認された。土層の観察から、微高地から南東に所在する福井大池に連なる湿地へ移行する位置にあ

たると考えられる。

図 16 1トレンチ 図 17 2トレンチ 図 18 3トレンチ 図 19 4トレンチ
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春日社跡

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町馬場字春日 433-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 17年 10月 17日,.___,10月 20日

5. 調査面積

36面

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/100)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 34秒）、東経(134度 34分 00秒）

7. 調査に至る経過

太子町馬場字春日 433-1において無線送受信用鉄塔の

建設が計画され、建設予定地は周知の遺跡である春日社跡

遺跡の包蔵地内に位置し、昭和 56年度に太子・龍野バイパ

ス建設に伴い発掘調査が実施され、 2棟の建物跡と列石・

集石等の遺構が検出された箇所の北東に隣接することから

確認調査を実施した。

調査地の現況は、標高 18.50m前後を測る畑で、南東方

向に流れる小川の左岸で周辺の田圃より約 80cmほど涵＜

なっている。

8. 調査の概要

調査は、鉄塔建設予定地内に 6X6mのトレンチを 1箇所

設定して実施した。調査地の土層は、耕士(30cm)の下にレ

ンガ・瓦・ガラス片の混ざった砂礫層が約 2.3m続き、その

下で灰色旧耕土混じり褐色砂（約 30cm)で褐色砂礫層となっ

ていた。遺構・遺物は検出されなかった。

16.00 

4
 

9. まとめ

調査の結果、春日社に関連する遺構・遺物は確認されな

かった。当初自然堤防と考えていた地形は現代の造成によ

る盛士であることが判明した。

I. 耕土

2. 造成盛土
（レンガ・瓦・ガラス混り）

3. 灰色土（旧耕土）

混り褐色砂

4. 褐色砂礫

゜
2m 

図 22 士層断面図
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田中遺跡

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町太田字五反田 672-1 他 7筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 17年 12月 12日,---..,12月 16日

5. 調査面積

56面

6. 記録作成

図 23 トレンチ配置図(1/2,500)

士層実測図(1/20)、試掘坪配置図(1/500)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 04秒）、東経(134度 36分 09秒）

7. 調査に至る経過

太子町太田字五反田 672-1他 7筆において宅地造成が計画され、造成予定地は周地の埋蔵文化財で

ある田中遺跡の西端部に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため確認調査を実施

した。調査地の現況は、大津茂川左岸に隣接する標高 8.2m前後を測る水田である。

8. 調査の概要

調査は、 2X5mのトレンチを 5箇所設定して実施した。調査地の土層は上層から、耕士(24cm)、淡褐

灰色砂質土(20,...__,30cm)で明黄色～黄白色粘質土・地山となっているが、 3・5 トレンチでは淡褐灰色砂

質士と地山の間に灰色粘質士の堆積が認められる。各トレンチとも遺構・遺物包含層は検出されなかっ

た。遺物は、淡褐灰色砂質土から 2トレンチで弥生上器片 1点、士師器片 1点と 5トレンチで弥生士器

片 1点が出上しただけである。いずれも磨耗が著しく、流れ込みによるものであると考えられる。

9. まとめ

調査の結果、遺構は検出されず、遺物も流れ込みと考えられる小片が 3点出士しただけである。今回

の調査地までは田中遺跡の範囲は及んでいないことが確認された。

図 24 1トレンチ 図 25 3トレンチ 図 26 5トレンチ
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鵠遺跡（第 22次調査）

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町饒字久治田 1315-5

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調査期間

平成 18年 1月 10日,..._,1月 30日

5. 調査面積

96 nf 

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/100)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 04秒）、東経(134度 34分 49秒）

7. 調査に至る経過

太子町経済建設部下水道課により、龍野士木工事事務所が計画する県道（主）太子御淮線「街路龍野線」

の国道 179号線と、町道新町・聖徳台線間の東側歩道部分に公共下水道の敷設が計画された。敷設箇所

は、周知の埋蔵文化財である饒遺跡の包蔵地内に位置することから、発掘調査を実施した。なお、北端

の町道既設下水道との接続部及びマンホール、南端のマンホール部分については、施行時に立会い調査

を実施した。調査地は標高 15m前後を測り、現況は道路用地として更地となっている。

8. 調査の概要

調査は、下水道敷設掘り方に幅 lm、長さ 71mのトレンチを設定して実施した。

調査地の基本土層は、造成盛士(1.1~l.4m)、旧耕上（約 20cm)、床土（約 4cm)で明黄色土ないし明黄

色細砂質土の地山となっている。遺構は検出されなかったが、北端部、中央部及び南端部の 3箇所で淡

褐灰色砂質土・明灰色砂質土・暗褐色砂が堆積する自然流路を検出した。流路は、北端と中央部のもの

は南東方向に、南端部のものは南西方向にのびている。また、中央部では粘土採掘土坑による撹乱を受

けていることが判明した。遺物は、流路に堆積する明灰色砂質士・暗褐色砂層から弥生時代末から古墳

時代初頭の土器が出土した。また、北端の流路から柳葉式銅鏃 1点が出土している。

9. まとめ

調査の結果、自然流路 3本を検出した。また、調査地中央部で粘土採掘土坑が検出され、一帯は大規

模な撹乱を受けていることが推測される。今回の調査で特筆されるのは柳葉式銅鏃 1点が出土したこと

で、限られた範囲での調査であったが、鯖遺跡及び南に隣接して所在する饒石田遺跡の性格を考えるう

えで貴重な資料を得ることができた。
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図 30 北端部（北より）

~
 ~ 

゜
10cm 

5
 

図 31 中央部（北西より） 図 32 南端部（北より）

Ji ＜
 

4
 

6
 

交

゜
10cm 

1区北端旧河道 (1~10) 

図 33 出土遺物 (1)

-15 -



二
11 ‘ ヽ

12 13 
14 

＼ 望 7

、8 ~ 
．． 

~:=::.-ー一' --~ ー 21

戸 ~22 

~I C 
"' ツ

゜
10cm 

1区北端旧河道 (11~19)、1区南端暗褐色砂質土 (20・21)、1区撹乱 (22)、2区暗褐色砂質士 (23~27)

図 34 出士遺物 (2)

-16 -



- I .. 
← ¥ .. 

二こてご―-- - ―  .. 
← I 

==--=--/ 30 ロニし□:, 

32 

｀ 

｀ 
＼ 

38 

゜
10cm 

゜
10cm 

3区南端旧河道 (28~39)

出土遺物 (3)図 35

-17 -



鵠遺跡（第 23次調査）

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町饒字久治田 1315-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調査期間

平成 17年 12月 28日～平成 18年 2月 13日

5. 調査面積

69面

6. 記録作成

図 36 調査位置図(112,500)

土層実測図(1/20)、調査位置図(111,000)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 02秒）、東経(134度 34分 50秒）

7. 調査に至る経過

兵庫県西播磨県民局県土整備部龍野工事事務所による国道 179号線バイパス工事及び都市計画道路饒

線道路改良工事に伴う水路改修工事が実施されることになった。工事箇所は、周地の埋蔵文化財である

簡遺跡の包蔵地内であるため、埋蔵文化財調査を実施することになったが、調査地は交通量が多いこと

から、立会調査を実施した。なお、調査は本来、兵庫県教育委員会が主体となり実施する所であるが、

兵庫県教育委員会の時間的な調整がつかないことから、兵庫県教育委員会及び同埋蔵文化財調査事務所

と協議のうえ、太子町教育委員会が調査を実施した。立会調査は、国道 179号線饒東交差点以北の 16m

区間と、都市計画道路饒線の同交差点以東 50mの区間について実施した。

8. 調査の概要

調査は、工事の工程にあわせて実施した。国道 179号線バイパス工事部分の水路擁壁工事部分につい

ては、調査開始時にすでに工事が終了し埋め戻し作業が実施されており、十分な調査が行えなかったが

地表下 1.5mで遺構面である黄色士・地山面を確認した。すでに工事が終了していたため、遺構の有無

については確認することはできなかった。都市計画道路饒線部分についても西側 30m部分はすでにエ

事が終了しており、東側 20m部分について調査を実施し、北側では現水路掘り方で、南側では国道 2

号線の擁壁により撹乱を受けていることが判明した。また、調査区北西部分では近・現代の粘土採掘土

坑による撹乱も確認された。遺構・遺物包含層は検出されず、遺物の出士もなかった。

9. まとめ

調査の結果、調査地は現水路及び国道擁壁掘り方等による撹乱を受けていることが確認された。また、

周辺部で実施されてきた調査と同様に、近・現代の粘土採掘による撹乱も大規模に受けていることも確

認された。
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東保遺跡

1. 所在地

揖保郡太子町東保字中ノ壺 461-1 他 2筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 18年 2月 8日,....__,2月 10日

5. 調査面積

32対

6. 記録作成

．、・・'ヽ,______ 
'"1,, ・.-:-:--..,..._ 

9、．．、＝＝ゞ.... ~~.. =・ ,. 
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¥ 11 I I 
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!_I ・ Fl. I 

図 38 トレンチ配置図(1/2,500)

土層実測図(1/20)、試掘坪配置図(1/500)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 09秒）、東経(134度 35分 21秒）

7. 調査に至る経過

太子町東保字中ノ壺 416-1他 2筆において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財で

ある東保遺跡の包蔵地内に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため確認調査を実

施した。調査地の現況は、標高 10.lOm前後を測る水田である。

8. 調査の概要

調査地の 2X8mのトレンチを 2本設定して実施した。調査地の土層は、上層から耕士(20cm)、黄灰

色・床士(4,---..,6cm)、明灰色士(18,---..,22cm)、明灰色粘士(14,---..,16cm)、明灰色粘土混じり黒灰色粘土(10,..___,

24cm)、明灰色粘土(20,---..,30cm)、黒灰色粘土(22cm)で青灰色細砂質粘土あるいは青灰色粘土となってい

る。各トレンチとも遺構・遺物包含層は検出されなかった。遺物は 2トレンチの明灰色上から、上師器

の小片 1点が出土しただけである。

9. まとめ

調査の結果、今回の調査地点は土層の状況からも低湿地状を呈していることが判明した。

s N s N 

1 2 1 2 
9.80 9.80 
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図 39 上層断面図
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田中遺跡

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町太田字往田 1428-1 他 18筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成 18年 2月 10日~2月 22日

5. 調査面積

249可 トレンチ配置図(112,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/500)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 49分 56秒）、東経(134度 36分 19秒）

7. 調査に至る経過

太子町太田字往田 1428-1他 18筆において、太子町太田農住組合による士地区画整理事業が計画さ

れ、同組合から埋蔵文化財の有無について照会があった。当該地は周知の埋蔵文化財の包蔵地ではない

が、北方には太田田中遺跡及び原坂遺跡が、南方には川島遺跡が所在し、事前の分布調査で若干ではあ

るが弥生土器・須恵器等の遺物の散布が認められたため、教育委員会では分布調査の結果を踏まえ、太

子町太田農住組合及び役場担当課と協議し、遺構及び遺物包含層の所在の有無を確認するため、試掘確

認調査を実施した。調査地の現況は、標高 8.65m前後を測る水田である。

8. 調査の概要

調査は、 3X8mのトレンチ 9箇所を街路予定部分に設定して実施した。調査地の士層は上層から、耕

土(25,...,__,30cm)、黄灰色士～砂質土・床上(10,...,__,16cm)、黄色土(4,...,__,6cm)、明灰色粘質土(14,...,__,20cm)、灰

色粘質上(6,...,__,lOcm)、黒褐色～黒灰色粘質上(20,...,__,30cm)で明黄色粘質上・地山となっている。地山は一部

還元されて明青色を呈している。各トレンチとも遺構・遺物包含層は検出されなかった。遺物は、 5 ト

レンチの黄灰色砂質上層から士師器片が数点出士しただけである。

9. まとめ

調査の結果、遺構・遺物包含層は確認されず、遺物も流れ込みと考えられる土師器片が数点出士した

だけである。上層の堆積状況から、調査地は低湿地状を呈しており、集落跡等の遺跡が存在する可能性

は低いと考えられる。

図 41 1トレンチ 図 42 3トレンチ 図 43 9トレンチ
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1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町饒字斑鳩寺 713番

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成 18年 2月 28日,-.._,3月 7日

5. 調査面積

104面 図45 調査区配置図(112,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、調査区配置図(1/500)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 15秒）、東経(134度 34分 39秒）

7. 調査に至る経過

太子町立斑鳩小学校校舎北館の改築工事が計画され、工事に先立ち電気設備埋設工事が実施されるこ

とになった。工事予定箇所は周知の埋蔵文化財である斑鳩小学校遺跡の包蔵地内であるため遺物包含層

及び遺構の状況を確認するため確認調査を実施した。埋設工事の概要は、北館校舎と南館校舎の間と、

校舎東側に幅 lm、深さ lmの掘り方で総延長約 100mの区間に電気ケーブルを埋設するものである。

8. 調査の概要

調査は、埋設工事のエ程に合わせた立会調査として実施した。

調査地の土層は、校舎東側部分では上層から真砂士による校庭

造成士(40~50cm)で造成盛上(70cm以上）となっている。

掘削深度内で遺物包含層あるいは地山面には至らなかった。

南北校舎間では、東側約 15m間は校舎東側部分と同様な土層

の状況であったが、西側では上層からバラス層(10~20cm)、造

成盛士(20~30cm)、旧耕土(16~20cm)、褐色砂質土(30~40cm)

で黄褐色士・地山となっている。遺構・遺物とも検出されなかっ

た。

9. まとめ

調査の結果、斑鳩小学校建築時に大規模な造成がおこなわれて

いることが確認された。今回の調査地点では、斑鳩小学校遺跡に

関連する遺構・ 遺物は検出されなかった。
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図46 士層断面図
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東保遺跡

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町東保字東川 310

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 18年 3月 7日~3月 8日

5. 調査面積

70面

＇ 

図 47 調査区配置図(1/2,500)

6. 記録作成

士層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/500)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 06秒）、東経(134度 35分 10秒）

7. 調査に至る経過

太子町経済建設部街づくり課により、町道新町聖徳台線と県道上太田饒線との接続部分の拡幅工事が

計画され、工事予定地は周知の埋蔵文化財である東保遺跡の西に隣接することから、 同遺跡の広がりを

確認するため試掘調査を実施した。調査地の現況は、標高 12m前後を測る畑と宅地敷地である。

8. 調査の概要

調査は、工事の工程にあわせて立会調査を実施した。調査地の士層は、上層から真砂土・盛土(20"-'

40cm)、耕土(16cm)、褐色士(6cm)で黄褐色・地山となっている。遺構・遺物包含層は検出されず、遺物

の出土もなかった。

9. まとめ

調査の結果、遺構・ 遺物は検出されず、今回の調査地点までは東保遺跡の範囲が及んでいないことが

確認された。
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図 48 上層断面図
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11 平成 18年度調査概要

平成 18年度では、 13件の調査を実施した。その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調査が 10

件、公共事業に伴う本発掘調査が 1件、分布調査が 2件である。そのうち、 6箇所の民間開発事業に伴

う試掘確認調査を国庫補助事業として実施した。

表 2 平成 18年度埋蔵文化財調査一覧

No. 遺跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

(rriう (rrlう

1 斑鳩小学校遺跡 鯖字斑鳩寺 小学校校舎改 13039 730 平成18年5月21日 本書掲載

（第4・5次調査） 築工事受託事 ~7月 14日 公共事業

業

2 松尾選跡 松尾字大門 個人住宅建築 1361 84 平成 18年7月26日 文化財資料

国庫補助事業 ~7月31日 第74集

3 東南遺跡 鯖字構ノ内 宅地造成 2365.39 132 平成 18年 8月 1日 文化財資料

（第23次調査） 国庫補助事業 ~8月 9日 第 74集

4 糸井字村ノ北 糸井字村ノ 宅地造成 1934.99 84 平成 18年 8月 8日 文化財資料

北 国庫補助事業 ~8月 11日 第74集

5 東保高田遺跡 東保字高田 宅地造成 2100 53 平成18年 8月28日 文化財資料

国庫補助事業 ~9月 1日 第74集

6 立岡南遺跡 立岡字山崎 宅地造成 2050.11 32 平成 18年 9月21日 文化財資料

（第4次調査） 国庫補助事業 ~9月26日 第74集

7 東南遺跡 饒字構ノ内 宅地造成 1241.80 118 平成 18年 10月 17日 文化財資料

（第24次調査） 国庫補助事業 ~10月26日 第74集

8 東南字羽子田 東南字羽子 店舗建設 2121.9 18 平成18年 10月27日 本書掲載

田 ~11月 2日

， 栗原遺跡 東南字栗原 宅地造成 1232,31 24 平成 18年 11月 2日 本書掲載

~11月 8日

10 吉福遺跡周辺分 吉副字宮ノ 都市計画道路 16,150 16,150 平成 18年 11月 6日 本書掲載

布調査 前他 整 ~n月 8日 公共事業

11 川島遺跡 太田字五反 宅地造成 820.86 68.3 平成 18年 11月27日 本書掲載

田 ~11月29日

12 上太田石垣遺跡 上太田字備 近代遺跡分布 平成 18年 12月 4日 未掲載

周辺分布調査 前谷他 調査 ~12月 8日

13 田中遺跡 太田字ツン 宅地造成 3656.72 125 平成 19年 2月21日 本書掲載

ボリ ~2月27日

-25 -



図 49 平成 18年度調査位置図
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斑鳩小学校遺跡（第 4 次•第 5 次調査）

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町朋字斑鳩寺 713

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

第 4次調査平成 18年 5月 9日"-'5月 19日

第 5次調査平成 18年 5月 21日"-'7月 14日

5. 調査面積

730面

6. 記録作成

図 50 調査区配置図(1/2,500)

土層実測図(1/20)、遺構実測図(1/20、1/40)、遺物実測図(1/1)、航空写真測量(1/40、1/100)

写真記録（カラーリバーサル 35mm、カラーネガ 120mm・3X4版、デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 15秒）、東経(134度 34分 38秒）

7. 調査に至る経過

太子町立斑鳩小学校校舎北館の改築工事が計画され、同小学校は周知の埋蔵文化財である斑鳩小学校

遺跡の包蔵地内であり、また昭和 60年度に実施した校舎北西に隣接する屋外プールの建設に伴う発掘

調査では、斑鳩寺の子院の一つである等覚坊（青龍院）跡の遺構が検出されており、今回の校舎部分にも

等覚坊（青龍院）跡とその東に所在した禅林院跡の遺構が広がることが予測されるため、発掘調査を実施

した。なお、調査地の標高は 15.20m前後を測る。

8. 第 4次調査の概要

第 4次調査として、 5月 9日から 19日にかけて現校舎解体工事時に立会調査を実施した。調査の結

果、電気ケーブル埋設時の立会調査（第 3次調査）の結果と同様、校舎東半部では斑鳩小学校建設時の造

成及び旧校舎解体時、現校舎基礎等の撹乱が大規模に及んでいることが確認された。

9. 第 5次調査の概要

第 5次調査は、校舎新築部分について発掘調査を実施した。調査区を設定するにあたって、第 4次調

査の結果を踏まえて残土置場の関係から、西側に 14X35m、撹乱の著しい東側では、東北部に 7X28m

のかぎ型に調査区 1を設定し、東南側については、西及び東北部の調査終了埋め戻し後 3X32mの調査

区2を設定して調査を行った。

調査地の土層は、西半部では上層から造成盛土(70~100cm)、旧耕土(20cm)、暗灰褐色士・一部弥生

式土器包含（約 20cm)で黄色土・地山となっている。東半部では、旧耕土下層で明褐色細砂ないし褐色砂

礫となっており、旧河道状の堆積状況を示している。

検出した遺構のほとんどは調査区 1西半部からで、土坑 23基、井戸 1基、溝 2条、柱穴 28基等であ

る。ほとんどの遺構は江戸期末以降のもので、土坑には集石を伴うもの 1基（土坑 12)、土層の観察から
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水溜めと考えられるもの 2基（土坑 6・7)がある。柱穴には根石を伴うものも含まれるが、建物としてま

とまるものは無かった。調査区 1中央部北端で検出された井戸は、埋土中に板ガラス片・ モルタル片が

混入しており、現校舎への改築時まで使用されていたものであった。溝 2は調査区 1中央部で検出され、

南北に走り、幅 3.3m、深さ 1.0mを測る。明治 6年に作成された「播磨国揖東郡饒村絵図」に描かれる水

路に該当するものと考えられ、旧斑鳩小学校建設の造成に際して埋め立てられたと考えられる。

調査区 2では撹乱が著しく、遺構面はほとんど残っていなかった。

遺物は士坑、溝から近世陶磁器・備前焼・瓦・石臼等が出土した。また、東半部の旧河道状堆積砂礫

層から弥生土器・上師器・ 須恵器が出土した。

10. まとめ

調査の結果、調査地は、旧斑鳩小学校校舎解体や、現校舎建設に伴う撹乱を受けていることが再確認

された。特に調査区東半部は斑鳩小学校建設時に大規模な造成が行われ、それに伴う撹乱を著しく受け

ていた。当初予測された等覚坊（青龍院）及び禅林院に関連する遺構は検出されなかったが、調査区 1中

央部で明治 6年作成の「播磨国揖東郡饒村絵図」に描かれている水路に該当すると考えられる南北溝を

検出することができた。鯖村絵図と、当時の町割を復原する上で貴重さ資料を得ることができた。

土坑 12 井戸（現代）
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図 51 調査区 1遺構配置図

-28 -



w
 

E  

14
.4
0,

 
ーー
・・

"
 

W
,: 

E
l
 

14
.4
0 

W
;
 

E
!
 

阿 5 2

14
.4
0
,
 

|  2 9 ー

什 國 蚕 国 図

”
 

-
—
-
-
了
,
-
-
-
-

W
',

 
E  

I. 
盛
土
・
撹
乱
土

2. 
旧
耕
土

3. 
暗
灰
褐
色
砂
質
土

4.
 
暗
灰
褐
色
土

5. 
暗
灰
褐
色
襲
混
じ
り
土

6.
 
褐
色
砂
磯
洪
戸
掘
り
方
）

7
.
 黄
色
土
プ
ロ
ッ
ク
混
じ
り
淡
褐
色
土

8. 
淡
褐
色
土

9. 
褐
灰
色
砂
質
土

10
. 

褐
色
土

ll
. 

黄
色
土

12
. 

黄
色
砂
質
土
混
じ
り
褐
色
砂
質
土

13
. 

褐
色
縞
砂
質
土
混
じ
り
黄
褐
色
綱
砂
質
土

14
. 

黄
褐
色
繹
砂
質
土

15
. 

黄
褐
色
土

16
. 

隋
褐
灰
色
土

17
. 

褐
灰
色
土

18
. 

淡
灰
色
粘
質
土

19
. 

小
円
磯
混
じ
り
淡
褐
色
土

20
. 

淡
褐
色
土

21
. 

褐
色
砂

22
. 

明
灰
色
粘
質
土
混
じ
り
明
褐
色
砂

23
. 

淡
褐
色
砂

24
. 

明
褐
色
細
砂
質
土

25
. 

淡
褐
色
編
砂
質
土

2
6.

 灰
色
粘
質
土
混
じ
り
明
褐
色
繹
砂

27
. 

褐
色
粗
砂
混
じ
り
明
褐
色
綱
砂

28
. 

明
褐
色
細
砂

2
9.

 青
灰
色
繹
砂
（
現
代
潰
埋
土
）

30
. 

灰
褐
色
土

31
. 

明
黄
色
細
砂

32
.
 砂
礫

二
戸

三
と

三

゜
41
m 

調
査

区
1
北

壁

E  

w
 

-¥
. 

/
 1
4.
40
 

4
 

6
 

ー＇
ニ-
-

-
-

-
-

1. 
盛
土
・
撹
乱
土

2. 
灰
色
粘
質
土

3. 
青
灰
色
砂

(!
I.
代
漬
埋
土
）

4. 
茶
褐
色
土

5. 
明
褐
色
砂

6. 
淡
褐
色
繹
砂

7. 
明
褐
色
砂
纂

゜
s
1
m
 

調
査

区
2
南

壁



、-~-」
-

-・琴

葵~'-
‘ゞ

／
 

1
 

i
,
‘
9
,
J‘ 

'

,

,9,
・
'
 

,

9

,

9

 

1
,
＇‘
 

J 44 

／
 . ~-

一
48 

47 

ニ 49

゜
調査区 1・東砂礫層 (41~49) 

図 53 出土遺物 (1)

-30 -



54 

~ 
＼デ6

~57 

゜

士坑 3(50~53)、士坑 6(54~58) 
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図 58 調査区 1全景（西より） 図 59 士坑 6(手前） . 7 (南より）

図 60 土坑 12(南より） 図 61 溝 2(南より）

図 62 井戸（南より） 図 63 調査区 2全景（西より）
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東南字羽子田

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東南字羽子田 383-2、385-1の一部

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課

4. 調査期間

平成 18年 10月 27日------11月 1日

5. 調査面積

18 rri 

海野浩幸

図 64 トレンチ配置図(112,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/300)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 49分 48秒）、東経(134度 35分 13秒）

7. 調査に至る経過

太子町東南字羽子田 383-2及び 385-1の一部において店舗建設が計画され、建設予定地は周知の埋

蔵文化財の包蔵地外であるが、南東約 200mの地点に周知の埋蔵文化財である栗原遺跡が所在すること

から、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため試掘調査を実施した。調査地の現況は、標裔 10.SOm

全後を測る休耕田である。

8. 調査の概要

調査は、 l.5X3mのトレンチを 4本設定して実施した。調査地の上層は、 1・4トレンチでは上層か

ら耕士(20cm)、淡灰褐色土・床土(8-----20cm)、暗褐色土(20-----26cm)で黄褐色土・地山となる。 2

チでは上層から耕士(26cm)、淡灰褐土・床土(20cm)で黄褐色士・地山となり、さらに約 20cm下層で砂

礫層となる。 3トレンチでは上層から耕土(24cm)、暗褐色土(16-----34cm)黄褐色士・地山となる。各トレ

ンチとも遺構・遺物包含層は検出されず、遺物の出士もなかった。

トレン

9. まとめ

調査の結果、栗原遺跡に関連する遺構及び遺物は検出されず、今回の調査地点までは栗原遺跡の範囲

が及んでいないことが確認された。
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栗原遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東南字栗原 412-1、413-3

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課

4. 調査期間

平成 18年 11月 2日,..._,11月 8日

5. 調査面積
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図 66

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/250)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 49分 44秒）、東経(134度 35分 19秒）

7. 調査に至る経過

太子町東南字栗原 412-1及び 413-3において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財

である栗原遺跡の包蔵地内であるため、遺構及び遺物包含層の有無について確認するため確認調査を実

施した。調査地周辺は、標高 10.70m全後を測る水田であるが、調査地は近年に盛土造成され標高 11.00m

を測り、畑として耕作されている。

8. 調査の概要

調査は、 2X5mのトレンチを 2本設定して実施したが、南側の檀特山寄りに設定した 2トレンチは土

層の確認のため北側へ 2m拡張した。なお、今回の調査には平成 18年度トライやるウイークの活動とし

て太子町立東中学校生 2名が参加した。

調査地の土層は、上層から現耕士及び盛土(60cm)、旧耕士(20cm)、旧床士(8cm)、淡灰色粘質土(20cm)、

灰色粘質士(20cm)で北側の 1トレンチでは黄白色粘質土、南側の 2トレンチでは白色岩崩土の地山とな

る。 2トレンチの白色岩崩士は、 トレンチ南端から約 7m付近から黄白色粘質土へ移行している。

各トレンチとも遺構・遺物包含層は検出されず、遺物の出土もなかった。

9. まとめ

調査の結果、今回の調査地点では栗原遺跡に関連する遺構・遺物包含層は確認されなかった。
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図 68 1トレンチ 図 69 2トレンチ
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1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町吉福及び沖代地内

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

吉福遺跡

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 18年 11月 6日~11月 8日

5. 調査面積

16,150面

6. 記録作成

写真記録（デジタルカメラ撮影）

月
調査位置図(1/20,000)

北緯(34度 48分 32秒,.__,34度 48分 36秒）、東経(134度 33分 37秒,.__,134度 34分 10秒）

7. 調査に至る経過

太子町経済建設部街づくり課により太子町吉福及び沖代地内において都市計画道路揖保線の整備が計

画され、計画路線内には周知の埋蔵文化財である吉福遺跡と吉福西遺跡が所在することか計画路線内の

分布調査を実施した。調査には平成 18年度トライやる・ウイークとして、太子町立東中学校 2年生 2

名が参加した。

8. 調査の概要

調査は、計画路線内の水田及び畑作地の地表面の遺物散布状況の確認を主に実施した。

調査の結果、吉福遺跡の包蔵地周辺で須恵器片数点を採集したが、吉福西遺跡の包蔵地周辺では遺物

の散布は確認できなかった。また、路線東部の沖代地区では、旧河道の痕跡と考えられる lm近い水田

面の高低差が認められる箇所が存在する。次年度では、分布調査の結果をもとに計画路線内の試掘確認

調査を実施する予定である。

『四~~ ヽ-~

図 71 吉福地区（東より） 図 72 沖代地区（東より） 図 73 旧河道痕跡（南西より）
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1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町太田字南五反田 1752-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

川島遺跡

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成 18 年 11 月 27 日 ~11 月 29 日

5. 調査面積

68.3 rrl 

6. 記録作成

図 74 トレンチ配置図(112,500)

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/200)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 49分 45秒）、東経(134度 36分 07秒）

7. 調査に至る経過

太子町太田字南五反田 1752-1において共同住宅建築が計画され、建築予定地は周知の埋蔵文化財で

ある川島遺跡の包蔵地内であるため、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため確認調査を実施した。

調査地の現況は、標高 8.60m全後を測る水田である。

8. 調査の概要

調査は、 l.5X5mのトレンチ 4本を設定して実施した。なお、 3トレンチは土層の確認のため、西側

へ 3mの拡張を行った。調査地の土層は西側に設定した 1・2トレンチでは、上層から畦畔盛土(20~30cm)、

耕土(26cm)、明灰黄色細砂質土・床土(8~14cm)、明灰色粘質土(18cm)、灰色粘質土混じり明黄色粘質

土(20cm)でやや砂質気味明黄色粘質土・地山となっている。 3 トレンチでは、上層から耕士(20cm)、明

灰黄色細砂質士・床士(30cm)、明灰色粘質士(10cm)、淡灰色粘質士(10~40cm)、灰色粘質上(20~30cm)、

黒灰色粘質土(20cm)で黄色粘質土・地山となる。東端に設定した 4トレンチでは、上層から耕土(24cm)、

淡灰色砂質土・旧耕土(10cm)、明灰黄色細砂質土・床土(20cm)、明灰色粘質土(16~20cm)、明灰色粗砂

(10~14cm)、暗灰色粘質土(20~30cm)、褐灰色粘質士(20cm)、黒灰色粘質上(30cm)で青灰色粘質上と

なっており、黄色土の地山面は検出されなかった。ボーリングステッキによる検索では、青灰色粘質土

は lm以上の深さであることが確認された。各トレンチとも遺構・遺物包含層は検出されなかったが、

遺物は 4トレンチの明灰黄色細砂質士・床士から須恵器片 1点が出土しただけである。

9. まとめ

調査の結果、調査地東側は旧河道流路であることが確認された。遺構は検出されず、遺物も須恵器片

1点が出土しただけで、今回の調査地点は川島遺跡の立地する微高地の北東端部にあたると考えられる。
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田中遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町太田字ツンボリ 726-1 他 8筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成 19年 2月 21S~2月 27日

5. 調査面積

125 ni 

6. 記録作成

図 80 トレンチ配置図(112,500)

士層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/500)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 03秒）、東経(134度 36分 12秒）

7. 調査に至る経過

太子町太田字ツンボリ 726-1他 8筆において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財

である田中遺跡の包蔵地内であるため、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため確認調査を実施した。

調査地の現況は水田で、北東部は標高 9.70m前後、南西部は標高 8.70m前後を測り、 lm前後の比高

差がある。

8. 調査の概要

調査は、北東部の高台に 2Xl5mのトレンチ 1箇所(1トレンチ）、 2X20mのトレンチ 1箇所(2トレン

チ）、南西部の低い水田に 2X10mのトレンチ 2箇所(3・4トレンチ）の計 4本を設定して実施した。

調査地の上層は、北東端に設定した 1トレンチでは上層から耕土(20cm)、黄色砂質土・床土(10cm)、

明褐色砂質士(10cm)、明灰色砂質士(20~40cm)、灰色粘質上(6~28cm)、暗灰色粘質土(14~24cm)、明

灰色砂(4~18cm)、暗褐灰色粘質士(20~30)で黄色砂質士・地山となっているが、地山面はトレンチ西

端から約 lm付近から東側へ落ち込んでおり、灰白色砂となっている。

2 トレンチでは上層から耕士(20cm)、黄色砂質士・床土(6~10cm)、明褐色砂質上(8~14cm)、灰色粘

質土混じり灰色砂質士(8~16cm)で黄色砂質上・地山となっている。地山面は、西側へ緩く傾斜してい

る。南西部の低い水田では、 3トレンチでは上層から耕上(25cm)、黄灰色砂質土・床土(20cm)で黄白色

粘質士・地山となっているが、 トレンチ北端から約 3m付近から南側へ落ち込んで、灰色粘質士混じり

灰色砂質土(30cm)、明灰色細砂(30cm)が堆積しており、南端では最下層が明青灰色粘質士となっている。

南西端に設定した 4トレンチでは上層から耕士(25cm)、黄灰色砂質士・床士(28cm)、明灰色粘質士(30

~34cm)、明灰色細砂(20cm)、灰色粘質土混じり明褐色細砂(50cm)で青灰色細砂質士となっている。

各トレンチとも遺構・遺物包含層は検出されなかった。遺物は、 1~3トレンチの黄灰色砂質士・床士

から弥生土器、士師器、須恵器の小片が出土した。
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9. まとめ

調査の結果、遺構は検出されず、遺物も流れ込みと考えられる弥生式土器・士師器・須恵器の小片が

出土しただけである。調査地の現況は北東部と南西部とで lmの比高差が認められるが、旧地形は東と

南側へ落ち込み、低湿地状を呈することが確認された。今回の調査地点は、田中遺跡の南西縁辺部に位

置すると考えられる。
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m 平成 19年度調査概要

平成 19年度では、 10件の調査を実施した。その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調査が 9件、

公共事業に伴う試掘確認調査が 1件である。そのうち、 9箇所の民間開発事業に伴う試掘確認調査を国

庫補助事業として実施した。

表 3 平成 19年度埋蔵文化財調査一覧

No. 遺跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

(rrlう (rrlう

1 川島遺跡 太田字落久 宅地造成 1043.96 40 平成 19年 5月 7日 文化財資料

保 国庫補助事業 ~5月 9日 第 74集

2 城山遺跡 鱚字城山前 個人住宅建築 1080 115.4 平成 19年 5月26日 文化財資料

国庫補助事業 ~6月 7日 第 74集

3 沖代遺跡 沖代字苗代 診療所建設 1793.07 60.4 平成 19年 7月 4日 文化財資料

町 国庫補助事業 ~7月 6日 第 74集

4 東南字田屋 東南字田屋 宅地開発 1168.45 16 平成19年 9月 13日 文化財資料

国庫補助事業 ~9月 18日 第 74集

5 吉福西遺跡他 吉福字ウチ 都市計画道路 16150 177.84 平成 19年 10月 29日 本書掲載

（第1次調査） ナウケ他 整備 (950m) ~12月 7日 公共事業

6 王子造跡 王子字前田 個人住宅建築 483 23 平成19年 11月 19日 文化財資料

国庫補助事業 ~11月21日 第 74集

7 斑鳩寺南造跡 鯖字秋貞 店舗建設 3504.13 75 平成 19年 11月26日 文化財資料

他 国庫補助事業 ~11月 29日 第74集

8 樋ノ上遺跡 馬場字樋ノ 宅地造成 6321.74 121 平成20年 1月 9日 文化財資料

上 国庫補助事業 ~1月 15日 第 74集

， 矢田部遺跡 矢田部字南 宅地造成 3945 41 平成20年 1月21日 文化財資料

角 国庫補助事業 ~1月25日 第74集

10 鯖遺跡 東保字高田 宅地造成 880 16 平成20年 3月 21日 本書未掲載

（第24次調査） 国庫補助事業 ~3月25日
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図87 平成 19年度調査位置図
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吉福西遺跡（第 1次調査）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町吉福及び沖代地内

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成 19年 10月 27日,....._,12月 7日

5. 調査面積

117.84 m2 

6. 記録作成

図 88 調査位置図(1/20,000)

遺構実測図(1/20)、土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、試掘坪配置図(1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影・カラーリバーサル 35mm)

北緯(34度 48分 32秒"'-'34度 48分 36秒）、東経(134度 33分 37秒"'-'134度 34分 10秒）

7. 調査に至る経過

太子町経済建設部街づくり課により都市計画道路揖保線整備が計画され、計画路線内には周知の埋蔵

文化財である吉福遺跡と吉福西遺跡が所在することから両遺跡の範囲確認を目的に試掘確認調査を実施

した。前年度に実施した分布調査では、吉福遺跡の包蔵地周辺で須恵器片数点を採集している。また、

吉福西遺跡については昭和 51年(1976)頃、吉福八幡神社の西北に所在する太子町吉福水源地で、奈良

時代の古瓦片等の採集が報告されている。調査地の現況は、標高 4.8------7.6m前後を測る水田・畑及び造

成地である。なお、調査には平成 19年度トライやる・ウイークとして、太子町立東中学校 2年生 2名

と同西中学校 2年生 3名が参加した。

<t: ■＝遺構検出坪

図 89 試掘坪配置図(114,000)
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8. 調査の概要

調査は、計画路線長 950m間の道路センターに 2X2mの試掘坪を、原則として 20m間隔に 50箇所を

設定して実施する予定であったが、蓮根畑や用地未買収等による調査不可能部分を除く 36箇所の調査

となった。試掘坪は、西側から順に番号を付した。以下に各試掘坪の概要を記す。

No.1坪 調査地西端の標高 7.6m前後を測る造成地で、吉福西遺跡の包蔵地内に設定した坪である。上層

から、盛土(1.4m)、耕士(16cm)、黄灰色士・床土(14cm)で淡褐色砂質土・地山となり、 20cm下層で明

褐色砂礫となっている。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.2坪調査地西端の標高 7.6m前後を測る造成地で、吉福西遺跡の包蔵地内に設定した坪である。上層

から、盛土(1.6m)、耕士(14cm)、黄灰色士・床土(12cm)で淡褐色砂質土・地山となり、 20cm下層で明

褐色砂礫となっている。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.3坪調査地西端の標高 7.6m前後を測る造成地で、吉福西遺跡の包蔵地内に設定した坪である。上層

から、盛土(1.3m)、耕土(20cm)、黄灰色土・床土(12cm)で明褐色細砂質土(6cm)で淡褐色細砂質土・地

山となり、 40cm下層で明褐色粗砂となっている。遺構・遺物は検出されなかった。

No.4坪標高 6.2m前後を測る休耕田で、吉福西遺跡の包蔵地内に設定した坪である。上層から、耕土

(20cm)、明黄灰色土・床土(22cm)で淡褐色細砂質土・地山となり、 50cm下層で明褐色粗砂となってい

る。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.5坪標高 6.2m前後を測る水田で、吉福西遺跡の包蔵地内に設定した坪である。上層から、耕土(20cm)、

黄灰色士・床士(12cm)、灰褐色砂質土(16cm)で淡褐色上・地山となる。遺構は、地山面でピット 3基が

検出された。遺物は、灰褐色砂質土から土師器・須恵器の小片が出土した。

No.6坪標高 6.lm前後を測る水田で、吉福西遺跡の包蔵地内に設定した坪である。上層から、耕上(16cm)、

黄灰色土・床土(6cm)、灰褐色砂質土(28cm)で淡褐色土・地山となる。遺構は、地山面でヒ゜ット 3基が

検出された。遺物は、灰褐色砂質土から上師器・須恵器の小片が出土した。

No.7坪 雨水 8号幹線の西岸の標高 5.4m前後を測る休耕地に設定した坪で、西側のNo.6坪を設定した水

田とは約 lmの比高差がある。上層から、耕土(18cm)、灰色砂質土(20cm)、淡灰色砂質士(32cm)で灰色

砂礫となっており、河道状の堆積状況を示している。遺物は、灰色砂質士から須恵器片が出上した。遺

構は検出されなかった。

No.8坪 雨水 8号幹線の東岸の標高 5.4m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(16cm)、

淡褐灰色細砂質土(24cm)、淡灰色細砂(12cm)、灰色粘質士(30cm)、黄褐色粘質土(10cm)で褐色砂礫とな

っており、河道状の堆積状況を示している。遺物は、淡褐灰色細砂質土から須恵器片が出士した。遺構

は検出されなかった。

No.9坪標高 5.7m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(20cm)、黄灰色土・床上(10cm)、

淡灰色細砂質士(12cm)、黄灰色粘質士(4cm)、淡褐灰色土(6cm)、淡褐色細砂質土(10cm)で淡灰色粗砂と

なっており、河道状の堆積状況を示している。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.10坪標高 5.7m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕士(20cm)、黄灰色土・床土(18cm)

で明褐色砂質士・地山となる。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.11坪標高 5.7m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(20cm)、黄灰色上・床土(4cm)、

黄褐色砂質土(8cm)で明褐色細砂質土・地山となる。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.12坪 標高5.8m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(18cm)、黄灰色土・床士(20cm)、

黄褐色砂質士(6cm)で明褐色細砂質士・地山となり、さらに約 12cm下層で明褐色砂礫となる。遺構・
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遺物は、検出されなかった。

No.13坪標高 5.8m前後を測る水田に設定した坪である。上層から耕土(18cm)、黄灰色土・床土(18cm)、

黄褐色士(4cm)で明褐色細砂質土・地山となり、さらに約 26cm下層で明褐色砂礫となる。遺構・遺物

は、検出されなかった。

No.14坪標高 5.8m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(16cm)、淡褐灰色砂質士(5cm)

で褐色砂礫・地山となる。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.15坪標高 5.8m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕士(20cm)、淡褐灰色土(14cm)、

淡褐色砂質士(8cm)で褐色砂礫・地山となる。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.16坪標高 5.8m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(20cm)、淡黄灰色土(14cm)

で褐色砂質土・地山となり、さらに約 20cm下層で褐色砂礫となる。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.17坪 標高 5.7m前後を測る水田に設定した坪である。上層から耕土(20cm)、黄灰色士・床土(12cm)

で明褐色細砂質士・地山となり、さらに約 1.3mで明青灰色細砂質粘土となる。遺構・遺物は、検出さ

れなかった。

No.18坪標高 5.7m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(16cm)、黄灰色土・床土(10cm)

で明褐色細砂質士・地山となり、さらに約 60cm下層で砂礫となる。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.19坪標高5.7m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(20cm)、黄灰色土・床土(12cm)、

明灰色粘質土(6cm)、黄色細砂質土(10cm)で明褐色細砂質士・地山となる。遺構・遺物は、検出されな

かった。

No.20坪標高 5.7m前後を測る水田で、吉福遺跡の南側に設定した坪である。上層から、耕土(20cm)、

黄灰色土・床土(18cm)、明灰色粘質土(16cm)、淡黄灰色土(10cm)、明灰色細砂質土(10cm)、黄色細砂質

土(10cm)で明褐色細砂質土・地山となる。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.21坪標高 5.7m前後を測る休耕田で、吉福遺跡の南側に設定した坪である。上層から、耕士(20cm)、

淡灰色上・旧耕土(14cm)、黄色土・床士(8cm)、淡灰色細砂質土(34~40cm)で明褐色細砂質士・地山と

なる。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.22坪標高 5.7m前後を測る水田で、吉福遺跡の南側に設定した坪である。上層から、耕士(20cm)、

淡灰色士・旧耕土(10cm)、黄灰色土・床上(14cm)、淡褐灰色粘質土(20cm)、淡灰色粘質士(38cm)で青灰

色細砂質粘土となっており、河道状の堆積状況を示している。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.23坪標高 5.7m前後を測る水田で、吉福遺跡の南側に設定した坪である。上層から、耕上(20cm)、

淡灰色土・旧耕土(10cm)、黄灰色士・床士(16cm)、淡褐灰色粘質土(14cm)、淡灰色粘質土(26~40cm)

で明褐色粘質土となっており、河道状の堆積状況を示している。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.24坪標高6.2m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(20cm)、黄色粘質土・床土(6cm)、

淡褐色砂質士(26cm)で明褐色砂質土・地山となる。遺構・ 遺物は、検出されなかった。

No.25坪標高6.2m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(22cm)、黄色粘質土・床上(4cm)、

淡褐色砂質土(14cm)で明褐色砂質士・地山となる。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.26坪標高 6.2m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(18cm)、黄色粘質土・床土(4

~10cm)、淡茶褐色土(24~28cm)で明褐色士・地山となる。地山を断ち割ったところ、地表下約 60cm

で湧水が見られた。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.27坪標高 6.2m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕土(20cm)、黄灰色士・床土(18

~22cm)、淡茶褐色土(24~30cm)で明褐色上・地山となる。地表下約 60cmで湧水が見られた。遺構・

遺物は、検出されなかった。
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No.28坪標高 6.2m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕士(24cm)、黄灰色土・床士(20

~26cm)、淡茶褐色土(30cm)で明褐色土・地山となる。地表下約 66cmで湧水が見られた。遺構・遺物

は、検出されなかった。

No.29坪標高 6.lm前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕士(24cm)、黄色土・床士(8cm)、

淡褐色土(12~18cm)、淡茶褐色土(20~24cm)で明褐色士・地山となる。地表下約 70cmで湧水が見られ

た。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.30坪標高 5.0m前後を測る休耕地に設定した坪で、この試掘坪以東の耕土面の標高は、 No.29坪を設

定した水田とは約 lmの比高差がある。上層から、耕土(18cm)、黄灰色士・床士(8cm)、灰色粘質士・

黄色粘質士ブロック混じり淡茶褐色粘質上(16~30cm)、黄灰色粘質士(12~20cm)、明黄灰色粘質士

(18cm)、明灰色粘質士(34cm)で明青灰色粘質土となり、河道状の堆積状況を示している。地表下約 60cm

で湧水が見られた。遺構・遣物は、検出されなかった。

No.31坪標高 4.9m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕上(20cm)、淡褐灰色砂質士・床

上(12cm)、灰色土(14cm)、黄灰色粘質士(6cm)、淡灰色粘質土(18~30cm)、明灰色粘質士(12~22cm)

で明灰色粘質士となり、さらに約 50cmで砂礫となっており、河道状の堆積状況を示している。地表下

約 90cmで湧水が見られた。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.32坪標高 5.0m前後を測る休耕地に設定した坪である。上層から、耕土(20cm)、淡褐灰色士・床土

(14cm)、黄灰色粘質士(14cm)、淡灰色粘質上(16cm)で明灰色粘質士となる。ボーリングステッキによる

検索によると、地表下約 1.2mで青灰色細砂質粘士となり、さらに 15cmで砂礫となっており、河道状

の堆積状況を示している。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.33坪標高 4.8m前後を測る水田に設定した坪である。上層から、耕士(18cm)、明褐色土(12cm)、明

灰色粘質土(14~24cm)で明褐色細砂および明青灰色細砂となっており、河道状の堆積状況を示している。

遺構・遺物は、検出されなかった。

No.34坪 雨水 7号幹線水路の西岸の標高 4.8m前後を測る休耕地に設定した坪である。上層から、耕士

(14cm)、淡灰色土(8cm)、明褐色細砂質士(14~22cm)、灰色粘質土(48cm)で砂礫となっており、河道状

の堆積状況を示している。遺構・ 遺物は、検出されなかった。

No.35坪調査地東端の沖代地区に位置し、標高 5.2m前後を測る休耕地に設定した坪である。上層から、

耕士(28cm)で明褐色礫混じり砂質上・地山となる。遺構・遺物は、検出されなかった。

No.36坪調査地東端の沖代地区に位置し、標高 5.2m前後を測る休耕地に設定した坪である。上層から、

耕上(12cm)、灰色上混じり明褐色砂質(8cm)、明褐色砂質士(6~16cm)で砂礫となる。遺構・遺物は、検

出されなかった。

9. まとめ

調査の結果、吉福西遺跡の包蔵地内に設定したNo.5・6坪の 2箇所であわせてピット 6基の遺構が確認

され、遺物は先のNo.5・6坪と、 No.6坪の東側で雨水幹線水路を挟んで設定したNo.7・8坪の河道状堆積

層から土師器・須恵器等の小片が出士しただけである。吉福遺跡の南側に設定した試掘坪No.20"-'23では、

遺構・遺物は検出されず、同遺跡の範囲が路線内まで及んでいないことが確認された。また、土層の観

察から、 No.7"-'9坪間、 No.22"-'23坪間、 No.30"-'34坪間の3箇所で旧河道流路の痕跡が確認された。
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IV 平成 20年度調査概要

平成 20年度では、 11件の調査を実施した。その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調査が 8件、

公共事業に伴う立会調査が 1件、町指定文化財修理に伴う立会調査が 1件、公共事業に伴う本発掘調査

が 1件である。

表 4 平成 20年度埋蔵文化財調査一覧

No. 遺跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

(rriう (niう

1 東保遺跡 東保字東川 宅地造成 1127.11 24 平成20年 6月 4日 本書掲載

~6月 6日

2 田中遺跡 太田字八幡 宅地造成 2255.97 40 平成20年 7月 23日 本書掲載

~7月25日

3 城山遺跡 鯖字アヲリ 宅地造成 1013 118.84 平成20年 8月 18日 本書掲載

~9月 5日

4 斑鳩寺遺跡 鱚字斑鳩寺 町指定文化財 24 24 平成20年 8月 25日 本書掲載

（第 12次調査） 修理 ~9月25日 公共事業

5 矢田部城跡 矢田部字オ 宅地造成 4397.19 120.9 平成20年 10月 1日 本書掲載

ノ上他 ~10月 7日

6 斑鳩寺南遺跡 鯖字中宮寺 宅地造成 1720.59 55.35 平成20年 10月 9日 本書掲載

~10月 15日

7 吉福西遺跡 吉福字宮ノ 都市計画道路 16,150 1,300 平成20年 10月 15日 本書掲載

（第2次調査） 月‘l’」 整備受託事業 ～平成21年 3月 19日 公共事業

8 饒遺跡 東保字高田 宅地造成 989 44.5 平成20年 11月 10日 本書掲載

（第25次調査） ~11月 15日， 大津茂川床遺跡 太田部字清 宅地造成 2843.83 90 平成21年 1月 7日 本書掲載

水ヶ本 ~1月 13日

10 東保高田遺跡 東保字神田 宅地造成 2550.58 40 平成21年 3月 2日 本書掲載

~3月 4日

11 山田大山古墳群 山田字大山 防災設備設置 5,000 5,000 平成20年 10月 30日 本書掲載

分布調査 ～平成21年 3月 31日 公共事業
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図94 平成 20年度調査位置図
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東保遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東保字東川 317-2

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課

4. 調査期間

平成 20年 6月 4日,---..,6月 6日

5. 調査面積

32 rrf 

海野浩幸

トレンチ配置図(112,500)図 95

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/200)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 04秒）、東経(134度 35分 13秒）

7. 調査に至る経過

太子町東保字東川 317-2において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財である東保

遺跡の南西に隣接することから、遺跡の広がりを確認するため試掘調査を実施した。調査地の現況は、

標高 11.60m全後を測る水田である。

8. 調査の概要

調査は、 2X4mのトレンチを 4箇所設定して実施した。調査地の土層は、上層から耕土(18,..._,22cm)、

黄色粘質土・床土(4,..._,12cm)で淡褐色細砂質士・地山となっている。ボーリングステッキによる土層検

索の結果、各トレンチで地表下約 1.5mで淡灰色粗砂～粘質士へ移行していることが確認された。

各トレンチとも遺構・遺物包含層は検出されず、遺物の出土もなかった。

9. まとめ

調査の結果、東保遺跡に関連する遺構・遺物は検出されず、今回の調査地点まで東保遺跡の範囲が及

んでいないことが確認された。
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田中遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町太田字八幡 1006-1 他 3筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 20年 7月 23日,-..__,7月 25日

5. 調査面積

40吋

6. 記録作成

図 97 トレンチ配置図(112,500)

士層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/500)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 04秒）、東経(134度 36分 20秒）

7. 調査に至る経過

太子町太田字八幡 1006-1他 3筆において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財であ

る田中遺跡の包蔵地内に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため確認調査を実施

した。調査地の現況は、標高 9.50~11.70m全後を測る畑である。

8. 調査の概要

調査は、 2X4mのトレンチを 5箇所設定して実施した。調査地の上層は、北側に設定した 1・2トレ

ンチでは、耕上(44cm)直下で黄色砂質上・地山となっている。南側に設定した 3トレンチでは、上層か

ら耕上(25cm)、茶褐色砂質士(50,....__,60cm)で暗灰褐色粗砂となっており、地表下 104cmのレベルで湧水

がみられる。東側に設定した 4・5トレンチでは、上層から表上(10,....__,18cm)、灰色粘質上混じり明褐色粗

砂(60cm)で明褐色細砂混じり明褐色粗砂となっており、地表下 125cmのレベルで湧水がみられた。

各トレンチとも遺構・遺物包含層は検出されず、遺物も須恵器片が 1点出士しただけである。

9. まとめ

調査の結果、田中遺跡に関連する遺構は検出されなかった。また、 4・5トレンチ設定箇所は、近年ま

で用水池が存在しており、土層の観察からも池を埋め立て畑としたことが確認された。

図 98 1トレンチ 図 99 3トレンチ 図 100 5トレンチ
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1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町鱚字アヲリ 1128-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

城山遺跡

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 20 年 8 月 18 日 ~9 月 5 日

5. 調査面積

118.84 rri 

6. 記録作成

図 102 トレンチ配置図(112,500)

遺構実測図(1/20)、土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/250)

写真記録（デジタルカメラ撮影、カラーリバーサル 35mm) 

北緯(34度 50分 53秒）、東経(134度 34分 37秒）

7. 調査に至る経過

太子町饒字アヲリ 1128-1において造成工事が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財である城山

遺跡の包蔵地内に位置することから、遺物及び遺物包含層の有無を確認するため確認調査を実施した。

調査地の現況は、標高 16.60m全後を測る休耕田である。

8. 調査の概要

調査は、造成予定地内の西端で南北に 1本(1トレンチ）、中央部北よりで東西に 1本(2トレンチ）、南

端部で東西に 1本(3トレンチ）の計 3本のトレンチを設定して実施した。調査地は 30cm前後を測る耕土

直下で、黄褐色土ないし黄褐色砂質士の地山となっている。遺構は、 1 トレンチでは士坑 4基、ピット

23基、溝 2条を、2トレンチでは士坑 3基、ヒ ッ゚ト 15基、溝 4条を、 3トレンチでは土坑 1基、ヒ ッ゚ト

18基、溝 3条をそれぞれ検出した。 1トレンチ南端及び 3トレンチ西端で耕士と地山面との間に暗褐色

土が堆積しており、地山面が南西方向に傾斜していることが確認された。遺物は、士坑・ピット及び暗

褐色上から弥生式士器・土師器・須恵器が出士したが、総量としては多くない。

9. まとめ

調査の結果、限られたトレンチ調査のため遺構の全容を把握できるものはなかったが、弥生時代後期

と古墳時代後期の遺構が検出された。また、今回の調査では 1トレンチの南端及び 3トレンチの西端で

地山面が南西側へ向け、傾斜している地形であることが確認された。
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図 106 3トレンチ（東より）
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斑鳩寺遺跡（第 12次調査）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町饒字斑鳩寺 736

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 20年 8月 25日~9月 25日

5. 調査面積

24吋 図 109 調査区配置図(112,000)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/250)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 16秒）、東経(134度 34分 33秒）

7. 調査に至る経過

斑鳩寺境内の庫裏には庭園内と玄関前にあわせて 2本のサザンカがあり、庭園内のものは樹齢 370有

余年、玄関前のものは樹齢 320有余年と推定され、太子町指定天然記念物に指定されている。しかし近

年、樹木周辺部の雨水の排水不良により枯れ枝の多発、花付の減少等樹勢の衰えが目立ち始めたため、

樹勢を回復させるための活「生化として、サザンカ周辺部の排水を良好にするための暗渠埋設が計画され

た。暗渠埋設は幅約 30cm、深さ 20,,.....,60cmの掘り方で総延長 80mの規模であるため、調査は施工工程

にあわせて立会調査を実施した。なお、第 10・11次調査の成果では、地表下 25"'--'30cmのレベルから

石列等の遺構が検出されている。

8. 調査の概要

調査は暗渠埋設掘方が狭小なため、

施工工程にあわせて立会調査を実施し

たが、庫裏の外から境内外へは既設の

排水管を利用するため、庫裏内及び既

設排水管への接続部分を中心に実施し

た。掘削の深度は 20,...__,44cmを測る。

調査地の土層は、上層から表士・バ

ラス(4,...__,6cm)、で褐色土となっており、

遺構・遺物は検出されなかった。

9. まとめ

調査の結果、斑鳩寺及びその子院等

に関連する遺構・遺物は検出されなか

った。

図 110 サザンカ（玄関前）

S N 
15.60 

-E W 

2 
-----1表土

2. 褐色土
1表門内東側

15.60 

2 

2土塀南側

1. バラス

2. 褐色土

゜
2m 

図 111 土層断面図
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矢田部城跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東南字前田 149-15の一部

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成 20年 10月 1日,....__,10月 7日

5. 調査面積

120.9面

6. 記録作成

図 112

士層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/500)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 49分 40秒）、東経(134度 35分 08秒）

7. 調査に至る経過

太子町東南字前田 149-15の一部他 11筆において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文

化財である矢田部城跡の包蔵地内に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため確認

調査を実施した。調査地の現況は、標高 10.40m全後を測る畑と一部造成地である。

8. 調査の概要

調査は、3X5mのトレンチを 8箇所設定して実施した。調査地の士層は、上層から盛土(110~140cm)、

耕土(20~30cm)、黄色土・床土(8~10cm)で淡褐色細砂質土・地山ないし褐色砂礫となる。各トレンチ

とも遺構・遺物包含層は検出されず、遺物も須恵器片が 4点出土しただけである。

9. まとめ

調査の結果、矢田部城跡に関連する遺構・遺物包含層は検出されなかった。今回の調査地点では耕土

直下で砂礫層となっているトレンチがあり、後世の耕作等により大規模な削平 を受けていることが確

認された。また、当初城跡の一部と考えられた周辺部よりも一段高い畑も、近年の盛土によることが判

明した。

図 113 2トレンチ 図 114 4トレンチ 図 115 5トレンチ
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斑鳩寺南遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町饒字中宮寺 507-1 他 2筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成 20年 10月 9日~10月 15日

5. 調査面積

55.35 rrf 

6. 記録作成

図 117 トレンチ配置図(112,500)

士層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/250)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 03秒）、東経(134度 34分 29秒）

7. 調査に至る経過

太子町鱚字中宮寺 507-1他 2筆において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財であ

る斑鳩寺南遺跡の包蔵地内に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため確認調査を

実施した。調査地は標高 14.70m全後を測り、以前は自動車販売店の店舗であったが、現況は更地であ

る。

8. 調査の概要

調査は、3X6mのトレンチを 3箇所設定して実施した。調査地の士層は、上層から盛上(110,..___,130cm)、

耕上(20cm)、黄灰色上・床土(12cm)で黄褐色細砂質士・地山となっている。各トレンチとも、遺構・遺

物包含層は検出されず、遺物も須恵器片 4点が出士しただけである。

9. まとめ

調査の結果、今回の調査地点は近現代の瓦粘士採掘及び以前建っていた店舗建築物の解体に伴う撹乱

を大規模に受けていることが確認され、斑鳩寺南遺跡に関連する遺構は検出することはできなかった。

図 118 1トレンチ 図 119 2トレンチ 図 120 3トレンチ

-64 -



z
 

s
 

N s
 

ー
ー

13.50 13.50 

2
 

4
 4

 

1トレンチ 2トレンチ

N s
 

l. 盛土
2辮土
3. 床士

4. 贄暢色細砂質土

ー

13.50 

□ ------- ゜
2m 

3トレンチ

図 121 士層断面図

ぐ 三=----'v128 

0 10cm 

I I I 

図 122 1トレンチ出士遺物

-65 -



吉福西遺跡（第 2次調査）

1. 遺跡の所在地

太子町吉福字宮ノ前 209

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課

4. 調査期間

平成 20年 10月 15日～平成 21年 3月 19日

5. 調査面積

1,300面

6. 記録作成

遺構実測図(1/10、1/20)、上層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、航空写真測量(1/40、1/100)

写真記録（カラーポジ／ネガ 35mm、カラーポジ 120mm・6 X 7判、デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 48分 36秒）、東経(134度 33分 40秒）

他 2筆

海野浩幸 r --~ 
, 3区（

I 12瓦＂
I II J 」1区

----------------・ 
I : 

了` ー-----f一ー1

II 

図 123

7. 調査に至る経過

太子町経済建設部街づくり課により都市計画道路揖保線の整備が計画され、工事予定地内には周知の

埋蔵文化財である「吉福遺跡」「吉幅西遺跡」の 2遺跡が所在することから、平成 19年度に計画路線内

に2X2mの試掘坪を 36箇所設定して試掘確認調査を実施したところ、吉福西遺跡の範囲内で吉福八幡

神社の南東に設定した 2箇所の試掘坪(5・6坪）から遺構が検出された。今回の調査は試掘確認調査の結

果を踏まえ、遺構の確認された坪の周辺 1300団の範囲について記録保存のための発掘調査を実施した

ものである。調査地の現況は、標高 6.10-----6.20m前後を測る水田及び蓮根畑である。

8. 調査の概要

調査は、東から 1区~3区を設定して実施した。調査地の基本上層は、上層から耕上(16~20cm)、

黄灰色土・床上(6~12cm)、灰褐色砂質士・遺物包含層(16~28cm)で淡褐色上・地山あるいは褐色砂礫

層となっている。

3区 2区 1区

゜
20m 

図 124 調査区全体図
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1区の概要 1区は一番東に設定した調査区で、東側は旧河道と考えられる lmほど低い田圃にな

っている。この調査区で検出された遺構には、ピット 133基、上坑 15基、溝 2条がある。

ピットには、根石あるいは根固めと考えられる河原石を伴うもの、地鎮のためと考えられる士師器を

埋納したものがある。ピット群からは 1X2間の掘立柱建物 2棟分が復原できた。土坑のなかには、集

石土坑 1基（土坑 1-9)がある。

調査区の南東端と北東端はそれぞれ南と北へ落ち込んでいる地形であることも確認された。

遺物は、灰褐色砂質士層及び各遺構から士師器・瓦質土器・須恵器・輸入磁器・渡来銭等が出上して

いる。また、調査区南北の東端部で確認された茶褐色砂礫層から弥生土器が出土している。
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図 125 調査 1区遺構配置図
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2区の概要 2区は中央部に設定した調査区である。この調査区で検出された遺構には、ヒ゜ット 119

基、土坑 16基、溝 6条がある。ピットには、調査 1区と同様に根石あるいは根固め石を伴うもの、地

鎮のためと考えられる士師器を埋納したものがある。また、ピット群からは、 2X2間の掘立柱建物 1棟

分が復元できる。士坑のなかには、土坑墓と考えられるもの 4基（士坑 2-2、2-3、2-10、2-16)がある。

遺物は、灰褐色砂質土層及び各遺構から士師器・瓦質土器・須恵器・輸入磁器・鉄製品等が出士してい

る。
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図 126 調査 2区遺構配置図
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3区の概要 3区は一番西側に設定した調査区である。この調査区で検出された遺構には、ピット 150

基、上坑 8基、溝 5条がある。ピットには、他の調査区と同様に根石あるいは根固め石を伴うものがあ

る。また、ピット群からは、 1X2間の掘立柱建物 3棟分、 3X3間の掘立柱建物 1棟分が復元できるが、

建物には新旧の時期差が認められる。

上坑の中には土坑墓と考えられるものが 1基（上坑 3-7)と、調査 1区と同様な集石土坑 1基（士坑 3-1)

がある。土坑墓と考えられる土坑には、頭部と考えられる位置から士師器の小皿と坪及び刀子が出土し

てる。調査区の北半で検出された溝（溝 3-1)はほぼ東西方向に走り、溝底の高低差から西から東に流れて

いたと考えられ、溝から北側では遺構が確認されていないことから、居住区域を区画するための溝の可

能性が考えられる。遺物は、灰褐色砂質士層及び各遺構から土師器・瓦質士器・須恵器・布目瓦・輸入

磁器・石製品・鉄製品等が出士している。また、調査区西北部の褐色砂礫層から弥生土器・古墳時代初

頭の士師器が出上している。
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図 127 調査 3区遺構配置図
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9. まとめ

吉福西遺跡は、昭和 51(1976)年頃吉福八幡神社の北西の太子町吉福水源地で奈良時代の古瓦等の遺物

が採集されていただけで、遺跡の詳細についてわかっていなかった。今回の調査ではじめて遺構が検出

され、出土した遺物等から中世の集落遺跡が存在することが確認された。古代の寺院址については、布

目瓦の小片が数点出土しただけで、寺院に関連すると考えられる遺構は確認されなかった。また、調査

区 1及び 3で検出された砂礫層からは、流れ込みと考えられる弥生士器と古墳時代初頭の土師器が出土

しており、近隣に弥生時代から古墳時代初頭の遺跡が存在する可能性が考えられる。
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図 130 出士遺物 (1)
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図 133 出士遺物 (4)
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図 135 出土遺物 (6)
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図 136 出土遺物 (7)
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図 137 出士遺物 (8)
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図 138 調査区全景（西より） 図 139 調査区 1(北より）

図 140 調査区 2(北より） 図 141 調査区 3(北より）

図 142 土坑 1-10(南より） 図 143 土坑 2-2(北より）
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図 144 土坑 2-2遺物出土状況（西より） 図 145 士坑 2-3(南より）

図 146 土坑 2-5(北より） 図 147 土坑 2-10(東より）

固 148 土坑 2-16(東より） 図 149 土坑 2-16遺物出土状況（南より）
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図 150 上坑 3-1(東より） 図 151 上坑 3-7(東より）

図 152 士坑 3-7遺物出士状況（南より） 図 153 溝 3-1 (東より）

図 154 Pl -26 (南より） 図 155 P2-1 (西より）
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1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東保字高田 53-2

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

4. 調査期間

平成 20年 11月 10日"--'10月 15日

5. 調査面積 --------.--.--~----、

44.5面 図 156 トレンチ配置図(112,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/250)

写真記録（デジタルカメラ撮影、カラーネガ 35mm)

北緯(34度 50分 08秒）、東経(134度 34分 56秒）

7. 調査に至る経過

調査地区は、法隆寺領播磨国饒荘絵図（嘉暦四年）の廿条「下堅田」の西端に位置する。また、東保村

地限図「播磨國揖東郡東保村／保長／森澤武平」では、「西等」と記載されている。

今回、鮪遺跡内の東北部に宅地造成工事が計画された。調査は、太子町立東・西中学校の生徒による

トライやる・ウィークの一環として、 9名（東中学校生徒 3名、西中学校生徒 6名）を受け入れ確認調査

を実施した。

8. 調査の概要

開発予定地内に 1.5X5mのトレンチを 4箇所設定して確認調査を実施した。基本土層は、耕作土、床

土、灰黄褐色上もしくは、褐灰色、鈍い黄橙色土のベースとなる。 1 トレンチでは、灰黄褐色粘砂質土

のベースに近代の井戸に伴う幅約 1.6m、深さ 14cmを測る浅い溝状の落ち込みを南端で検出した。

2 トレンチでは、耕作土、床士、褐灰色砂質士のベースである。

3トレンチでは、耕作土、床土、灰黄褐色粘砂質土である。

4 トレンチは、調査区の北端に位置する。耕作土、床上、鈍い灰褐色砂質士の遺物包含層を確認した。

9. 遺物の概要

出土遺物は、 4 トレンチから、弥生時代後期の壺・甕などコンテナケースにして 1箱があるほか、 1

トレンチの溝から須恵器坪・士師器鍋の脚・瓦の破片等がみられる。

10. まとめ

1トレンチから近代の井戸と溝が検出された、各トレンチとも明確な遺構は何等検出されなかった。

また、 4 トレンチから出土した遺物も全体に磨耗していることから他の地点から流れて来た可能性をも

っている。今回の調査結果から、調査地点は舟鳥遺跡の北東部にあたると考えられる。明確な遺構が存在
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していないが遺物の出士状況から当該地の北西部で遺構・遺物が検出される可能性がある。
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図 157 平面図・士層断面図
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図 158 出士遺物
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大津茂川床遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町太田字清水ヶ本 2228-1 他 4筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成 21年 1月 7日~1月 13日

5. 調査面積

90面

/
L
f
-

,'

ー
ー

一

図 159 トレンチ配置図(1/2,500)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/300)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 49分 50秒）、東経(134度 35分 58秒）

7. 調査に至る経過

太子町太田字清水ヶ本 2228-1他 4筆において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財

である大津茂川床遺跡の北西に隣接することから、遺跡の広がりを確認するため確認調査を実施した。

調査地の現況は、標高 7.20"-'7.40m全後を測る水田である。

8. 調査の概要

調査は、 3X5mのトレンチを 6箇所設定して実施した。調査地の土層は、上層から耕士(20~30cm)、

灰黄色砂質土(6~20cm)、褐灰色粘質土(6cm)、灰色粘質土(4~40cm)で調査地北西端に設定した 1トレ

ンチでは、白黄色細砂質士の地山が検出されたが、 2~6トレンチでは暗灰色粘質土となっており、ボー

リングステッキによる検索では lm以上の厚みを持つことが確認された。各トレンチとも遺構・遺物包

含層は検出されず、遺物の出土もなかった。

9. まとめ

調査の結果、大津茂川床遺跡に関連する遺構・遺物は確認されなかった。土層の観察から、調査地点

は大津茂川の旧流路内あるいは、その影響を受けた地域に位置していると考えられる。

図 160 1トレンチ 図 161 2トレンチ
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東保高田遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東保字神田 220-1 他 5筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成 21年 3月 2日,-.__,3月 4日

5. 調査面積

40 rd 

6. 記録作成

図 164 トレンチ配置図(1/2,500)

士層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/300)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度 50分 11秒）、東経(134度 35分 06秒）

7. 調査に至る経過

太子町東保字神田 220-1他 5筆において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財であ

る東保高田遺跡の包蔵地内に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため確認調査を

実施した。調査地の現況は、標高 12.50m全後を測る水田と畑である。

8. 調査の概要

調査は、 2X5mのトレンチを 4箇所設定して実施した。調査地の士層は、上層から耕土(14~20cm)、

黄色土・床土(4~10cm)、淡褐灰色土(6~12cm)ないし明灰色粘質土(8~18cm)、黄灰色粘質土(8~24cm)、

暗茶灰色粘質土(20~24cm)と堆積し、西端に設定した 1トレンチでは黄褐色土・地山となるが、 1トレ

ンチ以東の 2~4トレンチでは地山面は検出されなかった。 暗茶灰色粘質土はボーリングステッキによ

る検索の結果、4トレンチでは lm以上の厚みを持つことが確認された。各トレンチとも遺構・遺物包含

層は検出されず、遺物の出土もなかった。

9. まとめ

調査の結果、東保高田遺跡に関連する遺構・遺物は確認されなかった。黄褐色土の地山面は東側へ向

けて落ち込んでおり、今回の調査地点が東保高田遺跡の立地する微高地の北東端部に位置することが判

明した。

図 165 1トレンチ 図 166 2トレンチ 図 167 3トレンチ 図 168 4トレンチ
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山田大山 7号墳・ 10号墳

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町山田字大山 664-10 他

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

4. 調査期間

平成 20年 10月 30日～平成 21年 3月 31日

5. 調査面積

5,000 rrf 

6. 記録作成

写真記録（デジタルカメラ撮影、カラー35mmネガ）

北緯(34度 50分 20秒）、東経(134度 36分 53秒）

7. 分布調査に至る経過

図 170 古墳位置図(1/10,000)

平成 20年 10月 22日に国土交通省近畿地方整備局姫路河川国道事務所防災課による国道 2号線城山

トンネル内にスプリンクラー設置工事に伴う防火水槽設置及び配水管設置工事について、太子町役場内

で工事内容説明会が行われた。この事業が国の直轄事業によることから、太子町教育委員会では、この

事業について兵庫県立考古博物館内企画調整班の指示を仰いだ。また、平成 20年 10月 23日付けで施

工者である株式会社香山組から埋蔵文化財［分布］調査依頼書の提出を受けた。同時に姫路河川国道事務

所より遺跡の有無について照会を受け、埋蔵文化財分布調査を 10月 30日・ 11月 14日に実施すること

にした。

8. 分布調査の概要

2回にわたって分布調査を実施した。その結果、新たに 5基(9,.....,13号墳）の横穴式石室古墳と工事予定

地内の山田大山 7号墳を確認することが出来た。これにより、配水管設置予定地内に 2基の古墳(7号墳・

10号墳）がかかることになり、姫路河川国道事務所工務課との協議の結果、配水管設置位置を移動して

古墳を保存する処置をとることとし、念のため工事中の立会調査を実施することとした。

9. 工事予定地内の古墳の概要

山田大山 7号墳(45 0 1 5 O) 

城山（楯岩城）の山頂から南東方向、太子龍野バイパス城山トンネル東坑口に延びる尾根の東側に並行

していくつもの砂防堰堤が階段状に並ぶ、その東側の小さな尾根の標裔 79.56mに古墳は位置している。

古墳は、山道によって前提部が削られている。

7号墳は、墳丘は削平を受けており、前庭部は破壊され、全体規模は不明であるが、直径 7m前後の

円墳であったと推定できる。盛土は、流出しているが山道との比高差は約 2.20mである。

本墳の主体部は、主軸を南東方向に開口する無袖の横穴式石室である。奥壁は幅 1.35m、現高は 1.45

mを測り、一枚石と 2段の上に、両側壁の 5段目の上に天井石を架構していると推測される。右壁長 2.60
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m、左壁長 1,80m、前幅 1.15mの規模である。羨道部は山道により破壊、削平されている。

図 171 7号墳全景（東より） 図 172 同奥壁

山田大山 10号墳(45 0 2 4 8) 

山田大山 7号墳から北へ 100m、標高 130mの斜面に位置する。本古墳は、封土は残っておらず、羨

道部は陥没し、玄室部の天井石が 1個露出している。本古墳の主体部は、主軸を東方向に開口する両袖

の横穴式石室である。石室は、すでに一石の天井石を残して両側壁の上半部を失っている。玄室の奥壁

を確認することができないため、石室全長は不明である。玄室の幅 1.08m、羨道の幅 0.77mを測るが高

さは不明である。

図 173 10号墳全景（西より） 図 174 同玄室部（西より）

10. 立会調査の結果

工事掘削範囲は、両古墳ともに古墳の範囲から外した状況で工事が行われ、古墳等への影響はなかっ

た。また、当該地において新たな遺跡の所在を示すものは見られなかった。
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表 5 遺物観察表

番号 遺跡名 出土 地点 種 別 造物番号 法 址(cm) 焼 成 色 調 胎 士 調 整

器 種 ロ径 器裔 底径

1 船追跡 1区北端 疇 0504・1-l 1.4 4.65 0.3 

<:m22次調査） 旧河道 （幅） （長さ） 偲さ）

2 II // 士師器 0504-1・2 9.4 12.5 良好 外 5YR4/4鈍い赤褐 微砂粒・雲母含 外ナデ ・刷毛目・指頭圧痕

壺 内 7.5YR411褐灰-7.5YR3/1黒褐 む 内ナデ・指頭圧痕・継目痕

3 ＂ 
II 土至而器 0504-1・3 13 8 4.8 良好 外 7.5YI迅13浅黄橙 細砂粒多く含む 外刷毛目 ・ヘラ磨

壺 内 7.5YJIB'2灰白 内磨耗のため不明

4 ＂ 
II 土師器 0504・1-4 150 8.8 良好 外 IOYR&'2灰白-IOYR6/2灰黄褐 微硲粒多く含む 外叩き・指頭圧痕

甕 内 10YR8'3浅黄橙 内ヘラ磨・刷毛目

5 ＂ 
II 土師器 0504-1-5 14 4 4.4 良好 外 7.5YR6/4鈍い橙 微砂粒含む 外ナデ・刷毛目

甕 内 5YR4/l褐灰-7.5YR5/4鈍い渇 内ナデ

6 ＂ 
II 土師器 0504-1・6 110 7.7 良好 外 7YR7/3鈍い橙 続文少批含む 外 ナデ ・刷毛目

甕 内 5YR7/4鈍い橙 内ナデ・継目痕

7 II II 土師器 0504-1-7 15 2 4.1 良好 外10R6/4鈍い赤橙-7.5YRl郊 浅黄橙 細彫粒多く含む 外叩き

甕 内10R6/4鈍い赤橙-7.5Y恥郊浅黄橙 内磨耗著しい

8 II II 土師器 0504-1・8 14.0 2.2 良好 外 2叙 7/1灰白 砂粒多く含む 外ナデ

甕 内 25Y7/1灰白 内ヘラ削り

， II 

＂ 土師器 0504・1・9 17 8 9.4 良好 外 75YR7/4鈍い橙 2mm大の小石 外 刷毛目・ナデ

甕 内 75YR7/4鈍い橙 砂粒含む 内ヘラ削り・ナデ

10 II 

＂ 士師器 0504-1・10 24.0 7.9 良好 外 5YR6/6橙 統立含む 外ナデ

壺 内 5YR6/6橙-7.5YR7/4鈍い橙 内ナデ ・エ具痕

11 ＂ ＂ 這器 0504-1・11 34 91 良好 外 7.5YI迅13浅黄橙 砂粒多く含む 外ナデ・ヘラ磨き

麻坪 内 7.5Yl迅13浅黄橙 内ヘラ削 り後ナデ

12 ＂ ＂ 土師器 0504-1-12 6.7 110 や ぃ 外 10R6/6赤橙-25YR6/8橙 白色微砂粒含む 外内 磨耗のため不明

高坪 内 10R6/6赤橙~25YR6/8橙 2箇所穿孔

13 ＂ ＂ 土師器 0504-1・14 6.0 123 ぺし‘外 5YR7/6橙 砂粒多く含む 外内磨耗のため不明

器台 内 5YR7/6橙 3箇所穿孔

14 ＂ ＂ 土師器 0504・1・13 8.0 良好 外 lOYRl郊 浅黄橙-5YR7/4鈍い橙 2mm大の石英 外ヘラ磨き・ ナデ

器台 内 !OYRB/3浅黄橙-5YR7/4鈍い橙 と砂粒含む 内ヘラ磨き・刷毛目

15 ＂ ＂ 弥生 0504-1・15 100 60 良好 外 10頂閲 鵡橙~10YR7/2鈍い廣橙 砂粒含む 外磨耗のため不明

壺 内 75Y和洸： 灰褐 内 刷毛目 ・ナデ ・指頭圧痕

16 II 

＂ 弥生 0504・1・17 4.0 40 良好 外 7.5YR614鈍い橙 白色砂粒多く含 外ナデ

甕 内 7.5YR6/4鈍い橙 む 内磨耗のため不明

17 II II 弥生 0504-1-18 26 60 良好 外 7.5YR4/!褪灰 細 1少批含む 外 叩き

甕 内 75YR612灰褐 内工具痕

18 ＂ 
II 弥生 0504・1・19 3.2 42 良好 外 !OYR4/!褐灰-IOYR7/3鈍い黄橙 微砂粒含む 外内磨耗のため不明

甕 内 N3暗灰

19 ＂ 
II 弥生 0504・1・16 4.7 29 良好 外 75YR7/6橙 細砂粒多く含む 外 叩き

甑 内 5YR6/6橙 内ヘラ削り

20 II 1区南端 土師器 0504・2・2 208 7.9 や Vヽ 外 !OYRS/6黄橙 2-3mm大の 外内磨耗のため不明

暗砂士 克aゴ 内 !OYRB/6黄橙 石英含む 頚部外面に 3条の沈線

21 ＂ ＂ 土師器 0504・2-l 156 3.7 良好 外 10YR8/2灰白 微砂粒含む 外 叩き ・ナデ

甕 内 lOY恥辺 灰白 内ヘラ削 り・ナデ

22 II 1区 須恵器 0504-1・20 152 2.6 良好 外 N5灰-N7灰白 密 外 回転ナデ

撹乱 坪 内 N6灰 内回転ナデ

23 II 2区 土師器 0504-3-1 236 2.9 良好 外 5YR7/6橙 白色微砂粒少泣 外ナデ

暗± 壺 内 5YR7/6橙 含む 内ナデ

24 ＂ 
II 土師器 0504-3-2 236 59 良好 外 7.5YR6/3鈍い褐 微砂粒含む 外ナデ

甕 内 7.5YR7/3鈍い橙 内 ナデ

25 ＂ ＂ 弥生 0504-3-3 30 48 良好 外 10YR8/2灰白 碑含む 外叩き ・底面菜脈痕

甕 内 10YR8/2灰白 内刷毛目

26 ＂ 
II 弥生 0504・3・4 30 29 良好 外 10YR8/2灰白 細砂粒多く含む 外刷毛目・ナデ

甕 内 7.5YR7/6橙-5YR5/4鈍い赤褐 内 指頭圧痕

27 ” II 弥生 0504-3-5 4.6 68 良好 外 7.5YR7/3鈍い橙 砂粒含む 外内 磨耗のため不明

甑 内 !OYR7/3鈍い黄橙
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番号 遺跡名 出土地点 種別 遺物番号 法 泣(cm) 焼成 色 調 胎 土 調 整

器種 ロ径 器高 底径

28 船迫跡 3区 丑謬 0504-4・1 32 2 8.6 良好 外 7.5YR8/3浅黄橙-7.5YRぬ灰褐 細砂粒多く含む 外ナデ

（第22次調査） 南端旧河道 甕 内 7.5YRS'3浅黄橙 内ヘラ削り・ナデ

29 ＂ ＂ 土師器 0504-4-2 12 8 48 良好 外 5YR&'4淡橙 含む 外ナデ

甕 内 5YR7/6橙 内工具ナデ

30 ＂ ” 丑躊 0504-4・3 15 2 58 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 響庫少嚢と微 外叩き・ナデ

甕 内 75YR7/4鈍い橙 砂粒含む 内ヘラ削り ・ナデ

31 ＂ ” 土削藩 0504-4-4 18.0 36 良好 外 7.5YR7/3鈍い橙 微砂粒多く含む 外叩き・ナデ

甕 内 75YR&'2灰白 内ヘラ削り・ナデ

32 ＂ 
II 土師器 0504-4・5 85 15.0 良好 外 7.5YR7/6橙 2~3mm大の小 外ヘラ削り後横ナデ

嵩坪 内 75YR7/6橙 石と砂粒多く含む 内ナデ

33 ＂ 
II 弥生 0504-4-6 77 25 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 砂粒多く含む 外ヘラ削り後ナデ

甑 内 7.5YR7/6橙 内工具ナデ ・指頭圧痕

34 ＂ 
II 弥生 0504-4-7 33 18 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 細砂粒含む 外叩き

甑 内 7.5YR7/2明渇灰 内ヘラ削り・ナデ

35 II II 弥生 0504-4・8 32 6.0 良好 外 10YR7/2鈍い黄橙 2-3 mm大の小 外叩き・ナデ

甕 内 7.5YR5/2灰褐 石と砂粒含む 内ナデ・エ具痕

36 II II 弥注 0504-4・9 32 38 良好 外 2.5Y6/1黄灰 細砂粒含む 外叩き・ナデ

甕 内 25Y611黄灰 内工具痕

37 II II 弥生 0504-4・10 4.2 36 良好 外 5YR7/6橙 細砂粒含む 外ナデ

甕 内 10YR&'2灰白 内工具痕

38 ＂ 
II 土師器 0504-4・11 56 58 4.1 良好 外 10YR7/4鈍い黄橙 細 1含む 外叩き ・ヘラ削り

ミゴュア 内 10YR7/4鈍い黄橙 内ナデ ・指頭圧痕跡

39 ＂ ＂ 弥生 0504・4-12 4.7 良好 外 7.5YR8./4浅黄橙 2-3 mm大の小 外叩き・籾圧痕

甕 内 7.5YR8/3浅黄橙い 石と砂粒含む 内刷毛目

40 ＂ ＂ 土疇 0504-4-15 23 良好 外 75YR8/4浅黄橙 微砂粒含む 外叩き

甕 内 7.5YR7/4鈍い橙 内削り

41 斑鳩小学校迫跡 調査区 l 弥生 0601・2・6 35 2 116 良好 外 5YR6/6橙 2mm大の小石 外ヘラ磨き・ロ縁端部刺突点文

儒 5次調査） 東 甕 内 5YR6/6橙 と微砂粒含む 内ナデ

42 ＂ ＂ 弥生 0601・2-4 6.0 4.8 良好 外 2.5YR6/6橙----5YR7/4鈍い橙 白色砂粒多く含 外ヘラ磨き ・ナデ

甑 内 10YR8/2灰白-7.5YR513鈍い褐 む 内ヘラ削り・ナデ

43 II 

＂ 土 0601-2-2 10.4 11 7 良好 外 5YR&l3淡橙 砂粒多く含む 外刷毛目・煤付着

壺 内 7.5YRS'3浅黄橙 内ナデ

44 II ＂ 土師器 0601-2-9 13 4 4.8 良好 外 lOYRi況灰白 細砂粒と微砂粒 外刷毛目

壺 内 10YR812灰白 多く含む 内ヘラ削り・ナデ

45 ＂ ” 丑攣 0601・2-l 12 4 3.7 良好 外 5Y'1/1黒 微砂粒微祗含む 外ヘラ磨き

鉢 内 5Y2/1黒 雲母多く含む 内ナデ

46 ＂ ” 士糾藩 0001-2-5 12 8 48 やし‘ 外 75YR&'3浅黄橙 睾少粒と微砂粒 外内磨耗のため不明

坪 内 7SYRB/4浅黄橙 含む

47 ＂ ＂ 須 0601・2-7 16.4 59 良好 外 N6灰→双即3鈍い赤褐 白色微砂粒含む 外叩き・回転ナデ

甕 内 NG灰 内回転ナデ

48 ＂ 
II 須恵器 0604・2・3 123 44 41 良好 外 NG灰 砂粒と微砂粒含 外回転ナデ、底部回転ヘラ削り

坪身 内 N6灰 む 内回転ナデ・底部ナデ

49 ” 
II 須恵器 0601・2・8 106 45 良好 外 N6灰 微砂粒含む 外回転ナデ ・4箇所穿孔

高坪 内 NG灰 内回転ナデ

50 ＂ 調査区 1 土師質 0601・3・5 236 126 良好 外 75YR6/4鈍い橙 微砂粒と霙母含 外ナデ・ 2個一対の穿孔2箇所

土坑3 焙烙 内 7.5YR513鈍し'lll-75YR7/4鎚憫 む 内ナデ

51 ＂ ＂ 土師質 0601-3-3 260 6.0 良好 外 75YR7/4鈍い橙-7.5YR7/2灰褐 砂粒と微砂粒多 外ヘラ削り後ナデ ・煤付着

焙烙 内 10YR7/4鈍い黄橙 く含む 内ナデ

52 II 

＂ 土師質 0601・3・4 294 6.0 良好 外 5YR7/4鈍い橙 砂粒少最と微砂 外煤付着のため不明

焙烙 内 5YR5/2灰褐-5YR7/4鈍い橙 粒、雲母含む 内ナデ

53 ＂ ＂ 土師質 0601・3・6 31.8 7.1 良好 外 5YRf3/4鈍い橙 微砂粒と雲母含 外ヘラ削り後ナデ・ 2個一対の

焙烙 内 5YR6/4鈍い橙-5YR4/1棧灰 む 穿孔2箇所

内ナデ

54 ＂ ＂ 陶器 0601-3-7 14.6 19.1 堅緻 外 10YR5/4赤褐-25YR6/6橙 微砂粒含む 外ヘラ削り後ナデ

壺 内 25YR7/6橙 内輔櫨形成
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番号 逍跡名 出士地点 種別 遺物番号 法 量cm) 焼成 色 調 胎 土 調 整

器種 ロ径 器高 底径

55 斑鳩小学校追跡 調査区1 染村 0601-4・1 94 5.0 40 良好 地色 10Y7/1灰白 密 外施釉・底部露胎

儒 5次調査） 土坑6 碗 染付 10BG5/l青灰 内施釉

56 II II 染付 0601-4・2 104 2.1 60 良好 地色 NS灰白 密 外施釉

皿 染付 藍色 内施釉

57 II II 陶器 0601-4-5 4.2 35 良好 胎土 2.5Yf'/2灰白 微砂粒少菌含む 外施釉・ 下部露胎・糸切底

乗 饂 75YR3/2黒褐 内施釉

58 II 

＂ 瓦質 0601-4-4 180 212 14.1 良好 外 N31鰍 微砂拉少塁含む 外磨き ・ナデ ・四足

疇 内 N3嘲天 内工具ナデ

59 ＂ 調査区 1 染付 0601-5・2 10 4 64 堅緻 地色 10Y7/1灰白 密 外施釉

土坑7 碗 染付 10BG5/1青灰 内施釉

60 ＂ 調査区 1 韓式系 0601-6-2 45 良好 外 10YR7/3鈍い黄橙 砂粒多く含む 外格子叩き

溝 1 甕 内 !OYRS/2灰白 内ナデ

61 ＂ ＂ 陶器 0601-6-1 12 4 48 40 堅緻 胎土 5YR6/4鈍い橙 密 外施釉・回転削り ・底部臨胎

碗 疇 75YR3/2鱈 75YR'2Jl黒 内施釉

62 ＂ 調査区 l 土師質 0601-7-2 27 4 50 やぃ 外 5YR7/6橙 砂粒少益と微砂 外ナデ・煤付着

溝2 焙烙 内 75YR7/4鈍い橙 粒含む 内ナデ

63 ＂ ＂ 土師質 0601-7-10 29 4 6.1 良好 外 75YRSl4浅黄橙-75YR512灰褐 微砂粒含む 外ヘラ削り後ナデ・煤付着

焙烙 内 10YR7/4鈍い黄橙 内工具ナデ

64 ＂ ” 備前焼 0601-7-12 32 4 49 堅緻 外 25YR4/1赤灰-5YR3/1黒褐 細砂粒と微砂粒 外ナデ

揺鉢 内 5YR4/l黒褐-5YR6/6橙 含む 内ナデ ・8本一対の櫛目

65 ＂ ＂ 備前焼 0601-7・13 52 廿い 外 N65灰白-2.5YR6/6橙 細砂粒と微砂粒 外ナデ

揺鉢 内 2.5YR6/6橙 含む 内ナデ・ 10本一対の櫛目

66 ” ＂ 備前焼 0601-7-11 66.6 9.7 堅緻 外 2.5YR3/l暗赤択 秘粒含む 外自然釉

大甕 内 10R4/3赤褐 内ヘラ削り後ナデ

67 ＂ ＂ 白磁 0601・7-3 7.8 4.2 28 堅緻 外 NS灰白 密 外施釉・高台端部露胎

杯 内 NB灰白 内施釉

68 II 

＂ 白磁 0601・7-4 4.8 36 堅緻 外 N8灰白 密 外施釉・高台端部露胎

杯 内 NS灰白 内施釉

69 ＂ ＂ 染付 0601・7-6 9.8 5.55 42 堅緻 地色 NS灰白 密 外施釉

碗 染付 藍色 内施釉

70 II 

＂ 陶器 0601-7-1 110 7.45 50 堅緻 外 !OYRB/3浅黄橙 密 外施釉・貰入有

碗 内 lOYRB/3浅黄橙 内麟

71 II 

＂ 磁器 0601・7・5 6.6 54 堅緻 胎土 SYS/!灰白 密 外施釉・ヘラ彫文・底部露胎

空-~ 釉姦 5GY明オリープ灰 内舟諒畔＇imJ― 杉

72 II 

＂ 陶器 0601・7-2 70 6.1 堅緻 胎士 25YR5/4鈍い赤褐 密 外施釉

空- 釉薬 10YR3/1黒褐 内轄櫨整形

73 ＂ 
II 土師質 0601-7-8 30 27 良好 外 lORG/4鈍い赤橙~25YR7/4淡詩登 微砂粒多く含む 外ナデ

土垂 （径） 暉さ）

74 ＂ 
II 瓦質 0601・7-7 42 38 18 やし‘ 外 N6灰 -N7灰白 白色微砂粒含む 外ナデ

面子 （長径） ぽ径） 憚さ） 瓦転用

75 ＂ 調査区1 釦践 0601-8-1 26 文銭

井戸 寛永銭 （直径）

76 ＂ 調査区 1 須恵器 0601-9-4 4.8 堅緻 外 N4灰～釘7/1灰白 微砂粒少最含む 外回転ナデ・刺突列点文

遺構面 円面硯 内 25YR512灰赤 内ナデ

77 ＂ ＂ 石鏃 0601-9-3 19 385 0.4 

（齢 債さ） 偶さ）

78 II 調査区 1 弥生 0601-10・2 7.4 6.2 良好 外 !OR5/6鈍い橙 2-7mm大の 外刷毛目・黒斑有

撹乱 甕 内 !OYR7/2鈍い黄橙 ,i, 石・細砂利立多 内ナデ

く含む

79 II 

＂ 須恵器 0601-10・1 14 堅緻 外 N5灰 砂粒含む 外ナデ・底部ヘラ削り

坪身 内 N6灰 内ナデ・線刻有

80 II 

＂ 疇器 0601-10-3 242 77 堅緻 外 N7灰白 微砂粒含む 外格子叩き・ナデ・自然釉付着

壺 内 N65灰白-5GY6/lオリーブ灰 内青海波叩き・ナデ

81 II II 陶器 0601-9-2 114 22 50 堅緻 胎土 25Y82灰白 密 外回餡削り・蕗胎・ロ縁端部煤付培

灯明皿 釉薬 5Y8/l灰白 内施釉
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82 斑鳩小学校追跡 調査区1 陶器 0601-9-1 17 4 95 堅緻 胎土 5YR4/2灰褐 微砂粒含む 外施釉・ロ縁端部露胎

005次調査） 撹乱 甕 饂 5Y4/3暗オリーブ-5Y812灰白 内施釉・ロ緑端部蕗胎

83 II 

＂ 陶器 0001-10-5 7.2 176 8.4 堅緻 胎土 5Y7/1灰白 微砂粒含む 外施釉・底部露胎・ナデ

壺 釉薬 10YR4/3鈍い黄褐-10YR2/1黒 内ナデ

-7.5Y辺灰オリープ

84 II 

＂ 磁 0601-10・6 19 23 3 6.0 堅緻 胎土 NB灰白 微砂粒少拭含む 外施釉・「益田醸造大阪西区

瓶 釉薬 NS灰白 百益醤油」印

内完形のため不明

85 II 

＂ 陶器 0601-10-4 215 20.4 20.3 良好 胎士 7.5YR7/4鈍い橙 微砂粒含む 外施釉

燐炉 （一辺） （一辺） 疇 7.5YR6/8橙 内ナデ

86 ＂ 調査区2 弥生 0601-1・1 242 22 良好 外 10YR7/3鈍い黄橙 2-3mm大の 外ナデ ・ロ緑端部刻み目文

壺 内 5YR7/4鈍い橙 ,J巧多くと微砂 内ナデ

粒含む

87 ＂ 
II 弥生 0601・1・2 270 8.8 良好 外 5YR7/4鈍い橙 2-3mm大の 外ヘラ磨き・ナデ

甕 内 75YR7/4鈍い橙 l)<fiと砂粒含む 内磨耗のため不明

88 ＂ 
II 弥生 0601-1-3 31 良好 外 7.5YR8/4浅黄橙 2-3mm大の 外磨耗のため不明

甕 内 7.5YRS/4浅黄橙 小石多くと砂粒 内磨耗のため不明

含む

89 ＂ ＂ 弥生 0601-l-4 42 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 2-4mm大の 外磨耗のため不明・沈線文

甕 内 75YR7/4鈍い橙----5YR7/6橙 小石多くと微砂 内ナデ

粒含む

90 ＂ ＂ 弥生 0601-1-5 47 良好 外 !OYR4'!祝灰 2-3mm大の 外磨耗のため不明

壺 内 lOYlWl提灰 ,J"fiと砂粒含む 内磨耗のため不明

91 II 

＂ 石鏃 0601-1・6 17 18 04 サヌカイト

（幅） （長さ） 暉さ）

92 田中逍跡 1トレンチ 須恵器 0605・1-1 15 126 良好 外 N7灰白 微砂粒少蛍含む 外回転ナデ

坪 内 N7灰白 内ナデ

93 II II 須恵器 0605・1・2 25 8.5 良好 外 N7灰白 微砂粒含む 外ナデ

坪身 内 N7灰白 内ナデ

94 II 3トレンチ 弥生 0605-2-1 50 8.4 良好 外 10YR8'1灰白 白色細砂粒多く 外ヘラ磨き ・底部ナデ

甕 内 !OYRS/1灰白 含む 内磨耗のため不明

95 II II 且謬 0605-2-2 68 良好 外 10YR812灰白 微形粒含む 外ヘラ磨き・ナデ

甕 内 10YR&'2灰白 内ナデ

96 譴西醗 5坪 青磁 0703・1-1 14.8 36 堅緻 釉薬 7叙 7/2灰白 密 外施釉

儒 1次調査） 碗 内施釉

97 II 6坪 須恵器 0703-2-1- 176 39 良好 外 o'l7/1灰白 微砂粒含む 外回転ナデ

碗 内 5Y7/l灰白 内回転ナデ

98 II /I 須恵器 0703・2・2 17 8 43 良好 外 N6灰-N7灰白 密 外回転ナデ

碗 内 N6灰白 内回転ナデ

99 II II 土師器 0703-2-3 316 79 良好 外 75YR7/4鈍い橙-75YR5/2灰褐 2-3mm大の 外ナデ

塙 内 5YR6/4鈍い橙 石英粒多く含む 内ナデ

100 城山迫跡 土坑 1-1 弥生 0801-1・4 164 60 やや甘い 外 2叙 &1灰白 密 外ナデ・ 2条の刻み目凸帯

壺 内 2.5Y8/!灰白 内ナデ

101 II II 須 0801-1-5 150 4.1 良好 外 IOY6灰 細砂粒少位と微 外ナデ ・頂部回転削り

杯蓋 内 7.5Y6/1灰 砂粒含む 内回転ナデ ・エ具痕

102 II 

＂ 須 0801-1・6 130 36 良好 外 N7灰白 細砂粒少蛍と微 外回転ナデ

杯身 内 N6灰 砂粒含む 内回転ナデ

103 ＂ 土坑 1-2 弥生 0801-1・7 4.9 6.4 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 砂粒と雲母含む 外ヘラ磨き ・ナデ

甕 内 7.5YR7/1明褐灰 内磨耗のため不明

104 II 土坑 1-4 土師器 0801-1・3 124 4.5 良好 外 7.5YR6/1祖灰 微砂粒含む 外刷毛目 ・ナデ

甕 内 7.5YR7/3鈍い橙-75YR5/2灰褐 内刷毛目・ナデ

105 ＂ 
II 須 0801-1・1 14.1 40 良好 外 N5灰白-N7灰白 細砂粒少批と微 外ナデ ・頂部回飯削り

杯蓋 内 N5灰白-N7灰白 砂粒含む 内回転ナデ

106 ＂ 
II 須恵器 0801-1・2 160 4 55 良好 外 N7灰白 細砂粒少批と微 外ナデ ・頂部回転削り

材 内 N7灰白 砂粒含む 内回転ナデ
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107 城山追跡 溝 1-1 弥生 0801-1・8 4.0 52 良好 外 lOY斑Vl灰白 細砂粒含む 外叩き・ナデ

甕 内 75YR&'3浅黄橙 内ヘラ磨き・底部指頭圧痕

108 ＂ P2-1 弥生 0801・2・7 8.4 98 良好 外 75YR7/4鈍い橙 微砂粒と砂粒含 外ヘラ磨き

壺 内 75YR7/4鈍い橙 む 内品咤目

109 II 2トレンチ 土師器 0801-2-5 194 4.5 良好 外 7.5YR7/3鈍い橙 細砂粒含む 外ナデ

暗 甕 内 75YR7/3鈍い橙 内ナデ

110 ＂ 
II 須恵器 0801-2-1 138 4.3 良好 外 5G5/l緑灰 白色砂粒多く含 外磨き・ナデ・四足

杯蓋 内 5G5/1緑灰 む 内工具ナデ

111 ＂ ＂ 須 0801・2・2 132 22 不良 外 2.5Y7/1灰白 砂粒少最含む 外ナデ・頂部回転削り

杯身 内 2.5Y7/l灰白 内回転ナデ

112 ” ＂ 須 0801・2・3 19 58 良好 外 N7.5灰白 砂粒少屈含む 外回転ナデ・糸切底

碗 内 N7灰白 内回転ナデ

113 II 

＂ 須 0801・2・4 12 60 良好 外 2.5Y7/1灰白 細砂粒僅かと微 外ナデ・糸切底

碗 内 2.5Y7/l灰白 砂粒含む 内ナデ

114 II 土坑3-1 士師器 0801-3-7 152 134 や叶し‘ 外 2.5YR7/4淡赤橙-7.5YR7/4鈍い橙 白色微砂粒含む 外刷毛目

甕 内 2.5YR6/4鈍い橙 内磨耗のため不明

115 II 

＂ 土師器 0801・3・8 17 8 4.6 良好 外 7.5YR6/3鈍い褐 微砂粒少浜含む 外刷毛目・ナデ

甕 内 7.5Y恥氾灰褐-lOY恥翌 灰白 内刷毛目・ナデ

116 II 

＂ 弥生 0801・3・9 6.0 98 良好 外 lOY恥辺 祖灰 統 2少品と微砂 外ヘラ磨き・ナデ

壺 内 10YR7/1灰白-10YR6/2灰黄褐 粒多く含む 内ヘラ磨き

117 ＂ ” 弥注 0801・3・10 22 6.2 良好 外 75YR&'3鈍い褐-75YRS'3浅黄橙 2~3mm大の小 外ヘラ磨き・ナデ

甕 内 10YR7/2鈍い黄橙 石と砂粒多く含む 内磨耗にため不明

118 ＂ 
II 疇器 0801-3-U 151 29 良好 外 N7灰白 砂粒含む 外回転ナデ

繹 内 N7灰白 内回転ナデ

119 ＂ 溝3-1 弥生 0801・3-13 250 8.0 や咋し‘ 外 75YR8/6浅黄橙 2mm大の小石 外磨耗のため不明

甕 内 7.5YR8/6浅黄橙 と砂粒多く含む 内磨耗のため不明

120 II II 須器 0801・3-12 152 35 良好 外 5BG5/l背灰 微砂粒俺かに含 外ナデ・頂部回転削り

杯蓋 内 N6灰 む 内回転ナデ

121 II P3-3 土師器 0801・3・14 14.0 4.7 良好 外 75YR7/4鈍い橙 砂粒含む 外叩き・ナデ

甕 内 5YR7/6橙 内ナデ

122 II 3トレンチ 士 0801・3・6 13.4 35 良好 外 5YR5/4鈍い赤褐 微砂粒と雲母を 外刷毛目 ・ナデ

暗 甕 内 5YR5/4鈍い赤褐 含む 内ナデ

123 II II 土師器 0801-3-5 8.2 50 やぃ 外 7.5YR66橙 2~4mm大の小 外磨耗のため不明

壺 内 5YR7/6橙 石と砂粒多く含む 内磨耗のため不明

124 ＂ ＂ 弥生 0801・3・2 28 42 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 細砂拉含む 外叩き ・底部葉脈痕

甕 内 7.5YR7/4鈍い橙 内磨耗のため不明

125 ＂ ＂ 弥生 0801・3・3 17 38 良好 外 5YR6/4鈍い橙 細砂粒含む 外叩き

甕 内 5YR7/4鈍い橙 内ナデ

126 ＂ ＂ 弥生 0801・3-4 12 4.2 良好 外 10YR5/2灰黄褐-5YR6/4鈍い橙 2-3mm大の 外叩き

甕 内 7.5YR的鈍い橙 小石と砂粒含む 内ナデ

127 II 

＂ 須 0801・3・1 150 4.1 良好 外 NG 微砂粒と白色細 外ナデ・頂部回転削り

杯蓋 内 N6 砂粒含む 内回転ナデ

128 斑鳩寺南迫跡 1トレンチ 須恵器 0802-1-1 130 21 良好 外 N7灰白 白色微砂粒少最 外回転ナデ

坪身 内 N7灰白 含む 内回転ナデ

129 吉福西迎跡 調査区 1 須恵器 0805・1・13 152 53 良好 外 N7灰白 微砂粒含む 外回転ナデ

002次 土坑1-3 碗 内 N5灰 内回転ナデ

130 ＂ 土坑 1-4 須恵器 0805-1-14 104 27 良好 外 N4灰-N6灰 微砂粒を含む 外ナデ

坪身 内 NG灰 内 ナデ

131 ＂ 
II 疇器 0805-1-16 30 92 甘い 外 7.5YR7/4鈍い橙 微彫粒含む 外磨耗のため不明 ・底部ヘラ切

Pl-3 坪 内 75YR8'4浅黄橙-10YR412灰黄褐 内磨耗のため不明

132 ＂ ＂ 須恵器 0805・1-15 53 54 不良 外 7.5Y恥郊 浅黄橙 微砂粒含む 外磨耗のため不明・糸切底

碗 内 75YR&'2灰白 内磨耗のため不明

133 ＂ Pl-4 須 0805-1-17 140 42 不良 外 lOY駁Vl灰白 砂粒含む 外回伝ナデ

碗 内 2.5Y7/1灰白 内回転ナデ
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134 吉福西迫跡 調査区 l 土師器 0805-1-21 10 25 良好 外 7.5YR5/2灰褐-5YR613鈍い橙 微砂粒少拭含む 外ナデ

儒 2次調査） Pl-16 這 （直径） 内 7.5YR5/2灰褐-5YR&'3鈍い橙 内

135 II Pl-26 土師器 0805-1-18 90 18 3.9 良好 外 5YR7/8橙 細砂粒含む 外ナデ

小Jill 内 5YR7/6橙 内ナデ

136 ＂ Pl-34 丑而器 0805-1-19 8.0 20 5.5 やし‘ 外 IOYR&'2灰白 密 外ナデ・底部ヘラ削り後ナデ

小皿 内 !OYRB/2灰白 内ナデ

137 ＂ Pl-42 土師器 0805・1・20 350 8.7 良好 外 75YR5/3鈍い褐 2-4mm大の 外届粍目

土塙 内 7.5YR6/3鈍い褐 小石・雲母•砂 内磨耗のため不明

粒多く含む

138 ＂ 茶褐色砂礫 土師器 0805・1-1 18.4 7.8 不良 外 10YR&'2灰白 微形粒多く含む 外磨耗のため不明

壺 内 7.5YR&'3浅黄橙 内磨耗のため不明

139 ＂ ＂ 土師器 0805-1-2 19.8 57 甘い 外 5YR7/6橙 躙立多く含む 外磨耗のため不明

壺 内 5YR7/6橙-5YR6/6橙 内磨耗のため不明

140 ＂ 
II 土師器 0805・1・3 110 4.6 良好 外 10YR7/4鈍い黄橙~10YR7/2鈍い黄橙 微砂粒含む 外ナデ・刷毛目

甕 内 10YR7/2鈍い黄橙 内ナデ・ヘラ削り

141 ” 
II 土師器 0805-1-4 120 2.3 良好 外 75YR6/2灰褐 密 外ナデ

皿 内 7.5YR6/2灰褐 内ナデ

142 II II 土師器 0805-1-5 15 8 5.6 良好 外 5YR4/4鈍い赤褐 微砂粒と細砂粒 外ナデ・叩き後刷毛目・

甕 内 2.5YR516明赤褐 含む 内刷毛目・ナデ

143 II 調査区 1 須恵器 0805・1・6 27.0 97 8.8 良好 外 N7灰白 微砂粒含む 外ナデ・底部ヘラ切り

迫構面 捏鉢 内 N7灰白 内ナデ

144 II II 須 0805-1-7 136 44 66 良好 外 N6灰-N7灰白 密 外回転ナデ・糸切底

碗 内 N6灰-N7灰白 内回転ナデ

145 ＂ 
II 須恵器 0805・1・8 11 5.2 良好 外 2.5GY明オリープ灰 微砂粒少拭含む 外ナデ・糸切底

碗 内 2.5GY明オリープ灰 内ナデ

146 ＂ 
II 須恵器 0805-1-9 13 44 良好 外 N7灰白 砂粒少蛍含む 外ナデ・糸切底

碗 内 N7灰白 内ナデ

147 ＂ ＂ 須恵器 0805・1-10 15 64 良好 外 NG灰 白色微砂粒含む 外ナデ・糸切底

碗 内 N7灰白 内回転ナデ

148 ＂ ＂ 須 0805-1-11 39 60 良好 外 N6.5灰 微砂粒含む 外回転ナデ・糸切底

碗 内 N6.5灰 内回転ナデ

149 ＂ ＂ 士師器 0805-1-12 87 32 良好 外 25YR7/2灰黄 砂拉含む 外ナデ

丑垂 債さ） （直径） 内 2.5YR7/2灰黄

150 ” 調査区2 丑眼器 0805・2・1 92 18 70 良好 外 5YR7/8橙-5YR7/4鈍い橙 微砂粒含む 外ナデ

土坑2-2 小Jill 内 5YR7/8橙 内ナデ

151 ＂ ＂ 土師器 0805-2-2 88 15 73 やや甘し‘ 外 7.5YRS'3浅黄橙 密 外ナデ

小皿 内 7.5YR&'3浅黄橙 内ナデ

152 II 

＂ 丑謬 0805-2-4 85 20 50 や，、 外 7.5YR8/2灰白 微砂粒少屈含む 外ナデ

小Jill 内 7.5YR8/2灰白 内ナデ

153 II 

＂ 土師器 0805・2・6 86 16 やや廿9ヽ 外 7.5YR8/3浅黄橙 密 外ナデ

小皿 内 7.5YR8/3浅黄橙 内ナデ

154 ＂ ＂ 丑稲器 0805-2-7 86 15 58 ベ弐ヰれヽ 外 7.5YR8/4浅黄橙 微砂粒少品含む 外ナデ

小皿 内 75YR8/4浅黄橙 内ナデ

155 ＂ ＂ 土削瑞i0805-2-8 100 115 8.0 やし‘ 外 75YR8/4浅黄橙 密 外ナデ

小JII1 内 75YR8/4浅黄橙 内ナデ

156 ＂ 
II 土 0805・2・9 9.4 14 6.0 やや廿vヽ 外 7.5YR8/3浅黄橙 密 外ナデ

小皿 内 75YR8/3浅黄橙 内ナデ

157 ” 
II 士師器 0805・2-10 9.4 14 8.0 や Vヽ 外 5YR7/4鈍い橙 微砂粒少嚢含む 外ナデ

小皿 内 5YR7/4鈍い橙 内ナデ

158 ＂ 
II 土 0805-2-11 8.6 1.4 56 や Vヽ 外 75YR8/4浅黄橙 微砂粒少泣含む 外ナデ

小皿 内 75YR8/4浅黄橙 内ナデ

159 II II 土師器 0805-2-12 9.8 16 6.4 やや甘vヽ 外 75YR8/4浅黄橙 微砂粒少泣含む 外ナデ

小皿 内 7.5'汀IB'4浅黄橙 内ナデ

160 ＂ ＂ 噂 0805-3-12 8.6 1.4 50 や Vヽ 外 7.5YR814浅黄橙 微砂粒少屈含む 外ナデ

小皿 内 75YR8/4浅黄橙 内ナデ
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161 吉福西追跡 調査区2 土師器 0805・2・5 144 34 10.0 甘い 外 75YR8/3浅黄橙 密 外ナデ

償 2次調査） 土坑2~2 坪 内 7.5Y!IB'3浅黄橙 内ナデ

162 II II 土師器 0805・2・14 248 115 良好 外 7.5YR7/6橙 微砂粒と砂粒多 外ナデ・刷毛目

羽釜 内 7.5YR7/6橙 く含む 内刷毛目

163 II II 土師器 0805-2-15 380 6.0 良好 外 lOY恥四灰白 細砂粒含む 外ナデ

羽釜 内 !OYRS/2灰白 内刷毛目

164 ＂ 
II 土師器 0805・2・17 352 57 良好 外 lOYRS/2灰白 砂拉多く含む 外ナデ

羽釜 内 !OYR8/3灰白 内ナデ・刷毛目

165 II // 土師器 0805-2-18 314 8.7 良好 外 5TR4/1褐灰 砂粒含む 外ナデ ・叩き後祖い刷毛目

埠 内 7.5YR6/3鈍い褐-75YR2/4灰褐 内粗い刷毛目・刷毛目

166 ＂ 
II 土師器 0805-2-19 35 2 81 良好 外 10YR7/3鈍い黄橙 砂粒含む 外ナデ・刷毛目

土鍋 内 7.5YR7/4鈍い橙 内刷毛目

167 ＂ 
II 土師器 0805-2-20 318 50 良好 外 10YR7/2鈍い黄橙 砂粒含む 外ナデ

土 内 10YR7/3鈍い黄橙 内粗い刷毛目

168 ＂ 
II 土師器 0805-2-21 30.0 50 良好 外 10YR7/3鈍い黄橙 砂粒含む 外ナデ・粗い刷毛芽

土鍋 内 10YR7/3鈍い黄橙 内刷毛目

169 ＂ 
II 須恵器 0805-2-3 79 17 54 良好 外 N5灰-N7灰白 密 外回転ナデ・糸切底

小皿 内 N7灰白 内回転ナデ

170 ＂ 
II 須 0805・2-16 36.6 52 良好 外 10YR3/l黒褐 砂粒含む 外ナデ・叩き

甕 内 10YR412灰黄渇 内ナデ

171 ＂ ＂ 滑石 0805・2・22 8.2 

172 ＂ 土坑2-5 上師器 0805-2-23 80 135 54 良好 外 7.5Yl切 4浅黄橙 密 外ナデ

小皿 内 7.5Y恥況浅黄橙 内ナデ

173 II II 須恵器 0805・2・24 38 72 不良 外 N6灰 2-4mm大小 外ナデ・糸切底

壺 内 NG灰 石と微砂粒含む 内ナデ

174 ＂ 土坑2-8 土師器 0805・2・25 90 1.4 80 廿い 外 75YRS'3浅黄橙 密 外ナデ

小皿 内 75Yl岱13浅黄橙 内ナデ

175 ” ＂ 土師器 0805-2-26 80 1.6 52 廿い 外 75YRSl3浅黄橙 微砂拉少菰含む 外ナデ

小皿 内 75YR邸浅黄橙 内ナデ

176 II II 上師器 0805-2-27 88 15 50 廿い 外 75YR&'3浅黄橙 密 外ナデ

小皿 内 7.5YRS/3浅黄橙 内ナデ

177 ＂ 
II 土師器 0805・2-28 84 15 4.0 廿い 外 7.SYR約浅黄橙 密 外ナデ

小皿 内 7.5YR8/4浅黄橙 内ナデ

178 // 土坑2-10 土師器 0805-2-29 316 208 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙-75YRfY2灰白 微砂粒多く含む 外ナデ・刷毛目・指頭圧痕

羽釜 内 lOYRぬ灰白 内刷毛目

179 ＂ 土坑2-15 土師器 0805・2・30 294 60 ベ弐弔い 外 10YR8/4浅黄橙 砂粒含む 外刷毛目・ナデ

土鍋 内 lOYRS/4浅黄代々 内刷毛目

180 II II 須恵器 0805-2-31 15 6.1 良好 外 N7灰白 微砂粒含む 外回転ナデ・糸切底

碗 内 N7灰白 内回転ナデ

181 ＂ 土坑2-16 土師器 0805・2・32 15 8 30 9.8 やぃ 外 5YR8/4浅橙 砂位と微砂 外ナデ

皿 内 7.5YR8'4浅黄橙 粒含む 内ナデ

182 ＂ 
P2~ 1 土師器 0805-2-67 88 15 57 良好 外 5YR6/6橙 微砂粒含む 外ナデ

小皿 ．内 25YR6/6橙 内ナデ

183 ＂ P2-52 土師器 0805-2-68 96 18 6.2 べぃ 外 lOYm梵；灰白 微砂粒含む 外ナデ

小11ll 内 10YR8/2灰白 内ナデ

184 ＂ P2-56 青磁 0805-2-70 62 6.0 堅緻 胎土 10YR7/3鈍い黄橙 微砂粒少埜含む 外施釉・底部削出し高台臨胎

碗 釉薬 lOYオリーブ灰 内施釉

185 ＂ P2-58 青磁 0805-2-72 170 33 堅緻 外 !OYR6/2オリープ灰 密 外施釉・貫入

碗 内 !OYR6/2オリープ灰 内施釉・貫入

186 II 溝2-4 0805-2-48 90 12 6.0 やや廿Vヽ 外 75YRS/3浅黄橙 微砂粒と雲母少 外ナデ

小皿 内 !OYRS/4浅黄橙 岳含む 内ナデ

187 II 

＂ 土師器 0805-2-51 90 15 5.0 甘い 外 75Y恥郊浅黄橙 微砂粒少埜含む 外ナデ

小1lll 内 7.5Yl迅13浅黄橙 内ナデ

188 ＂ ＂ 土師器 0805-2-52 88 16 51 廿い 外 7.5YR&'3浅黄橙 密 外ナデ

小皿 内 7.5Yl迅13浅黄橙 内ナデ
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番号 遺跡名 出士地点 種別 逍物番号 法 址(cm) 焼成 色 調 胎 土 調 整

器種 ロ径 器裔 底径

189 吉福西迫跡 調査区2 土郎瑞t0805・2・61 246 76 良好 外 5YR6/4鈍い橙 2~3mm大の小 外ナデ・叩き

(ffi2次調査） 溝2-4 甕 内 7.SYR既鈍い橙 石少蛍と砂粒含む 内ナデ

190 ＂ ＂ 土郎器 0805・2・60 11 46 やい 外 7.5YR6/6橙-2.5UR6/6橙 微砂枢砂菰含む 外ナデ

土唾 （直径）

191 ＂ ＂ 土 0805-2-73 14 56 良好 外 lOYRl翌灰白 砂粒多く含む 外摩耗のため不明

土埋 （直径）

192 ＂ ＂ 須恵器 0805・2-46 86 18 良好 外 N7灰白-NG灰 砂粒僅力斗こ含t, 外ナデ

小皿 内 N7灰白-N6灰 内ナデ

193 II 

＂ 須恵器 0805・2・39 156 4.5 54 やい 外 N7.5灰白 細 2少泣と微 外ナデ・糸切底

碗 内 N7.5灰白 砂粒多く含む 内 ナ デ

194 ＂ ＂ 須 0805・2・53 16.2 4.5 6.0 廿い 外 N7灰白-N5灰 細砂と微砂粒含 外ナデ・ヘラ削り

碗 内 N7灰白 む 内 ナ デ

195 II 

＂ 須 0805・2-41 16.4 4.6 良好 外 N7灰白 白い細砂含む 外ナデ

碗 内 N7灰白 内ナデ

196 ＂ ＂ 須恵器 0805・2・47 16.4 41 良好 外 N灰-N3暗灰 白色微砂粒多く 外回転ナデ・ナデ・自然釉

碗 内 N6.5灰白 含む 内 ナ デ

197 II 

＂ 須恵器 0805・2・54 16.2 36 良好 外 75Y7/!灰白 微砂粒含む 外ナデ

碗 内 7o'i7/1灰白 内 ナ デ

198 ＂ ＂ 須 0805-2-55 26 54 良好 外 5Y7/1灰白 細砂少祉と微砂 外ナデ・糸切底

碗 内 5Y7/1灰白 粒含む 内ナデ

199 II 

＂ 須恵器 0805・2・44 19 56 良好 外 N7灰白 微砂粒僅かに含 外ナデ・糸切底

碗 内 N7灰白 む 内ナデ

200 ＂ ＂ 須恵器 0805-2-56 16 4.4 良好 外 N7灰白 微砂粒含む 外ナデ ・糸切底

碗 内 N7灰白 内 ナ デ

201 ＂ ＂ 須 0805・2・57 15 4.9 良好 外 N7.5灰白 細砂少黛と微砂 外ナデ・糸切底

内 N7.5灰白 粒含む 内ナデ

202 II 

＂ 瓦器 0805・2・45 88 19 5.3 良好 外 N6灰 微砂粒含む 外ナデ

小皿 内 N3灰 内ナデ

203 II 

＂ 疇 0805-2-49 102 15 5.0 やし‘ 外 N3嘲天 微砂粒含む 外ナデ

小皿 内 N3暗灰 内 ナ デ

204 II 

＂ 瓦器 0805-2-50 90 18 5.0 やや廿い 外 N4灰 微砂粒含む 外ナデ

小皿 内 NG灰-N4灰 内 ナ デ

205 II 

＂ 瓦器 0805・2・40 152 525 良好 外 N2黒-IOYR8/2灰白 微砂粒含む 外摩耗のため不明

碗 内 N2黒-!OYR812灰白 内摩耗のため不明

206 II 

＂ 疇 0805・2・42 144 5.7 48 やし‘ 外 N7灰白-N2黒 微砂粒含む 外摩耗のため不明

碗 内 N7灰白-N2黒 内摩耗のため不明

207 ＂ ＂ 瓦器 0805・2・58 150 5 25 46 やし‘ 外 N7灰白-NS灰 微砂粒含む 外摩耗のため不明

碗 内 N7灰白-N5灰 内摩耗のため不明

208. ＂ ” 疇 0805・2・59 148 59 48 甘い 外 2.5YR812灰白-N2黒 密 外摩耗のため不明

碗 内 25YR&'2灰白-N2黙 内摩耗のため不明

209 ＂ ” 疇 0805・2・43 1、1 46 や Vヽ 外 N5灰～町8/1灰白 微砂粒少祉含む 外摩耗のため不明

碗 内 N5灰-5Y8/1灰白 内摩耗のため不明

210 ” 
II 白磁 0805-2-62 5.2 58 堅緻 胎士 7.5YR7/l灰白 密 外施釉・削出し高台

釉薬 7.5YR7/1灰白 内 施 釉

211 II II 鏃 0805・2・74 20 48 

（幅）

212 II 西北端褐色 土師器 0805・2・36 34.4 16.7 良好 外 5YR614鈍い橙 砂粒多く含む 外ナデ

砂礫 壺 内 5YR6/4鈍い橙 疇母含む 内ナデ・指頭圧痕

213 II 

＂ 土 0805・2・38 140 9.0 甘い 外 7.5YR7/6橙 微砂粒多く含む 外摩耗のため不明

壺 内 7冒5YR7/6橙 内摩耗のため不明

214 II II 土 0805・2・33 16.6 6.7 や Vヽ 外 10YR7/6明黄褐 寧移く含む 外磨耗のため不明

壺 内 !OYRS/4浅黄橙 内磨耗のため不明

215 II 

＂ 弥生 0805-2-35 29 44 良好 外 10YR411褐灰-10YR6/1褪灰 2mm大の小石 外叩き・刷毛目

甕 内 7.5YR7l3鈍い橙 と微砂粒含む 内ナデ
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216 吉福西追跡 調査区2 弥生 0805-2-35 3.9 4.0 良好 外 N3暗灰 砂粒含む 外叩き・ナデ

ぽ 2次調査） 西北端褐色 甕 内 N5灰白 内削り後ナデ

秘礫

217 II 

＂ 且而器 0805・2・37 6.2 10.6 やい 外 5YR7/6橙 微砂粒含む 外摩耗

高坪 内 5YR6/6橙 内摩耗

218 ＂ 床土～灰褐 土師器 0805-2-64 20 3.35 良好 外N3灰 細砂含む 外ナデ

色砂質土 士錘 （直径） 内 N3灰

219 II 

＂ 須 0805・2・65 1.4 6.2 良好 外5B6/1寄灰 微砂粒わずかに 外ナデ・糸切り底

碗 内 5B6/l寄灰 含む 内ナデ

220 II ” 瓦器 0805-2-63 9.2 2.3 良好 外N5灰-NS灰白 砂粒わずかと細 外ナデ

小皿 内 N4灰-NS灰白 砂粒含む 内ナデ

221 ＂ 
II 白磁 0805・2・71 16.6 4.0 堅緻 胎士 5Y7/1灰白 密 外施釉・体部露胎

碗 釉薬 5Y612灰オリープ 内施釉

222 ＂ 
II 瓦 0805-2-66 20 外N3!諏 微砂粒含む 凹布目痕

憚さ） 内 N3暗灰 凸斜格子叩き

223 ＂ 
II 大観通 0805・2・69 24 

賽 （直径）

224 II 調査区3 土糾藩 0805・3-13 300 12 5 良好 外!OYR7/3鈍い黄橙 細砂多く含む 外ナデ

土坑 3~1 這 内 2.5Y7/2灰黄 内摩耗のため不明

225 II 坑 3-2 丑醐 0805-3-14 80 13 57 良好 外 5YR7/6橙 微砂粒少々含む 外ナデ・ヘラ切り底

小皿 内 5YR7/6橙 内

226 II 土坑3-3 白磁 0805・3・15 166 50 堅緻 胎土 lOYf!/1灰白 微砂粒少々含む 外施釉・下部謡胎

碗 饂 2.5GYf!/1灰白 内施釉

227 ＂ ＂ 白磁 0805-3-16 27 60 堅緻 胎土 7.S'l7511灰白 微砂粒少々含む 外施釉・削り出し高台

饂 7.5Y7/1灰白 内施釉

228 ＂ 土坑3-7 土師器 0805・3-18 92 17 やや甘し‘ 外75YR7/6橙-75YRS'3浅黄橙 微砂粒 ・雲母少 外摩耗 ・底部ヘラ切り後ナデ

小皿 内75YR7/6橙-75YRS'3浅黄橙 少醤含む 内摩耗のため不明

229 II II 土師器 0805・3・19 83 16 54 良好 外 5YR7/6橙 密 外ナデ・糸切底

小Jill 内 7.5YR7/4鈍い橙-10YR&'2灰白 内ナデ

230 II II 土自酷器 0805-3-20 89 18 54 良好 外 5YR7/6橙 密 外ナデ・糸切底

小皿 内 5YR7/6橙 内ナデ

231 II 

＂ 士 0805・3・21 14.8 44 86 良好 外 5YR7/6橙-IOYR7/4鈍い橙 微砂粒少々含む 外ナデ・指頭圧痕

坪 内 5YR7/6橙-IOYJ迅吃灰白 内ナデ

232 ＂ ＂ 土 0805-3-17 150 40 94 良好 外 5YR7/6橙-JOYR8'2灰白 密 外ナデ・糸切底

坪 内 5YR7/6橙-!OYR&'2灰白 内ナデ

233 ＂ ＂ 鉄器 0805-3-46 25 242 

小刀 ⑤幅） （全長）

234 ＂ P3-13 須恵器 0805・3・30 150 41 良好 外 Nf'J灰 微砂粒少拭含む 外回転ナデ

碗 内 N6/灰 内回転ナデ

235 II P3-57 白磁 0805-3-31 140 4.9 堅緻 胎土 25GYflJl灰白 密 外施釉 ・下部露胎

碗 螂 25GYfY1灰白 内施釉

236 ＂ P3-71 土師器 0805・3・32 81 13.0 57 良好 外 2.5Yf511灰黄 微砂粒少々含む 外ナデ ・糸切底

小皿 内 2.5Y5/1黄灰 内ナデ

237 ＂ P3-90 須 0805・3・35 27 52 良好 外 N6灰 微砂粒含む 外回転ナデ・糸切底

碗 内 NG灰 内 回転ナデ

238 ＂ P3-94 土飢器 0805・3-45 8.0 1.25 58 や Vヽ 外 7.5YR7/4鈍い橙 微砂粒含む 外ナデ・糸切底

小Jill 内 5YR6/8橙 内ナデ

239 ＂ 
p3~107 土削器 0805-3-36 8.4 14 60 や咋9ヽ 外 5YR7/6橙-10YR7/6明黄褐 密 外ナデ ・糸切底

小皿 内 5YR7/6橙 内ナデ

240 II P3-119 土師器 0805-3-37 8.8 15 64 良好 外 10YR7/3鈍し潰橙~10YR6/2灰黄褐 密・雲母含む 外ナデ ・糸切底

小皿 内 !OYR7/3鈍い黄橙-2.5YR7/6橙 内ナデ

214 II 

＂ 須 0805・3・38 159 52 61 良好 外 NG灰 砂粒少屈と微砂 外ナデ・糸切底

碗 内 N6灰 粒含む 内ナデ

242 ＂ 調査区3 土師器 0805-3-3 86 12 良好 外 75YR&'3浅黄橙 微砂粒少屎含む 外ナデ

溝3・1 小皿 内 75YI迅13浅黄橙 内ナデ

-100 -



番号 遺跡名 出土地点 種別 遺物番号 法 誠(cm) 焼成 色 調 胎 土 調 整

器種 口径 器高 底径

243 吉福西迫跡 調査区3 土 0805・3・44 144 4.1 良好 外 2.5Y6/2灰黄 密 外・内多最の煤付着のため調整

儒 2次調査） 溝3・1 碗 内2.5Yぬ灰黄 不明

244 ＂ 
II 須恵器 0805・3・1 79 18 5.7 良好 外 N6灰 白い微砂粒含む 外回ナデ・糸切底

小皿 内 N6灰 内回転ナデ

245 II // 須恵器 0805・3・39 85 52 54 良好 外 N5.5灰-NG灰 微砂粒含む 外ナデ・糸切り底

小皿 内 N55灰 内ナデ

246 II II 須恵器 0805・3・40 2.15 54 良好 外 N6灰 白色微砂粒少盈 外回転ナデ・糸切底

碗 内 N6灰 含む 内回転ナデ

247 II II 須恵器 0805・3・41 11 50 良好 外 NG灰 密 外ナデ・糸切底

碗 内 N6灰 内ナデ

248 II 

＂ 須恵器 0805-3-42 12 42 良好 外 5Y7/l灰白 微砂拉含む 外ナデ・糸切底

碗 内5Y7/1灰臼 内ナデ

249 ＂ 
II 須 0805-3-43 09 58 甘い 外 2.5Y7/1灰白 微砂粒含む 外ナデ・糸切底

碗 内2.5Y7/1灰白 内ナデ

250 ＂ ＂ 瓦器 0805-3-10 90 20 4.0 良好 外 N2黒-2.5YR7/2灰黄 微砂粒含む 外ナデ

小皿 内2.5Y7/l灰白-5Y5/!灰 内ナデ

251 ＂ ＂ 瓦器 0805・3・3 153 48 5.2 良好 外 N2黒 微砂粒含む 外ナデ

碗 内 N2黒 内ナデ・ヘラ磨き・暗紋

252 ＂ ＂ 疇 0805・3・7 154 505 56 やや廿Vヽ 外 lOYRf/4鈍し数橙~25YR4/l蜘天 密 外摩耗のため不明

碗 内!OYR叩鈍い裟橙~25YR4/l詢天 内摩耗のため不明

253 ＂ ＂ 疇 0805-3-8 15 0 53 54 良好 外 25Y7/4浅黄-N3暗灰 微砂粒含む 外ナデ

碗 内 N3暗灰 内ナデ

254 ＂ ＂ 疇 0805-3-9 143 425 44 ぺし‘ 外 NS灰-25Y7/3浅黄 微砂粒含む 外ナデ

碗 内 N5灰-25Y7/3浅黄 内摩耗のため不明

255 ＂ ＂ 瓦器 0805-3-11 148 45 やや甘し‘ 外 5Y411灰 微砂粒含む 外摩耗のため不明

碗 内5Y4/1灰-25Y7/3浅黄 内摩耗のため不明

256 ” ＂ 瓦 0805・3-4 24 良好 外 N3暗灰 微砂粒多く含む 凹布目痕

平瓦 憚さ） 内 N3嘲天 凸斜格子叩き

257 ＂ 
溝 3-3 土師器 0805・3・12 144 75 102 良好 外 5YR6/6橙-10YR813浅黄橙 紐昭多く含む 外摩耗のため不明

麻坪 内5YR6/6橙-10YR813浅黄橙 内ヘラ磨き・削り後ナデ・刷毛目

258 I/ 北半褐色砂 士師器 0805-3-23 205 73 や Vヽ 外 7.5YR616橙 微砂粒多く含む 外摩耗のため不明

礫 壺 内 7.5YR6/6橙 内摩耗のため不明

259 II 

＂ 丑攀 0805-3-22 15 8 10.0 良好 外 7.5YR7/3鈍い橙 細砂多く含む 外ナデ・叩き・刷毛目

甕 内 7.5YR7/3鈍い橙 内ナデ・ヘラ削り

260 ＂ 
II 土 0805・3・24 50 27 良好 外 2.5YR7/6橙-7.5YR8/2灰白 砂粒含む 外ナデ

鉢 内 10YR8/2灰白 内ナデ

261 ＂ 
II 土問器 0805-3-26 35 78 良好 外 7.5YR7/2明褐-75YR611褐灰 砂粒含む 外ナデ

鉢 内 7.5YR7/3鈍い橙 内刷毛目

262 ＂ 
II 疇 0805-3-25 13 40 や，、 外 N3暗灰 紐砂粒少嚢と微 外磨耗のため不明

碗 内 5Y7/l灰白 砂粒含む 内磨耗のため不明

263 ” 床土～灰褐 須恵器 0805-3-27 185 15 良好 外 N75灰白-N6.5灰 微砂拉少昼含む 外回転削り・ナデ

色士 坪蓋 内 N7.5灰白-N6.5灰 内ナデ

264 II II 須恵器 0805-3-28 130 445 52 良好 外 N6.5灰臼 躙~と微砂 外回転ナデ・糸切底

碗 内N6.5灰白 、粒含む 内回転ナデ・ナデ

265 併疇 1トレンチ 土削器 0804-1—l 114 良好 外75YR欧3浅黄橙 白色砂粒多く含 外ヘラ磨き

償 25次調査） 溝 鍋 内 75YR8/3浅黄橙 む 内ヘラ磨き

266 ＂ ＂ 須恵器 0804-1-2 126 27 良好 外 N6灰-N7灰白 微砂粒含む 外回転ナデ

坪身 内 N7灰白 内回転ナデ

267 ＂ 4トレンチ 弥生 0804-2-8 12.0 13 0 良好 外 75YR7/3鈍い橙 砂粒多く含む 外叩き後ナデ

灰褐色砂質 壺 内 10YR7/1灰白-75YRf!/1灰白 内刷毛目

士

268 ＂ ＂ 弥生 0804-2-6 20.2 41 良好 外 lOYRぬ灰白 砂粒含む 外ナデ・ヘラ磨き・ヘラ苫き

壺 内 !OYRi>/2灰白 内ヘラ磨き

269 ＂ ＂ 弥生 0804-2-9 13 6 45 良好 外 75YR7/3鈍い橙 躙立含む 外ナデ・叩き

甕 内 75YR7/4鈍い橙 内ナデ
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番号 逍跡名 出土地点 種別 遠物番号 法 砒(cm) 焼成 色 調 胎 土 調 整

器種 ロ径 器高 底径

270 鮪造跡 4トレンチ 弥生 0804・2・3 14.0 49 良好 外 7.5YR8/3浅黄橙 砂粒粒・微砂粒 外ナデ・叩き

償 25次調査） 灰掲色砂質 甕 内 7.5YR7/4鈍い橙 含む 内刷毛目後ナデ

土

271 ＂ ＂ 弥生 0804・2・2 122 51 良好 外 5YR7/4鈍い-5YR7/6橙 2mm大の小石 外磨き ・叩き

空—= 内 2.5YR4/1-10YR7l2鈍い黄 と砂粒含む 内削り後ナデ ・刷毛目

272 ＂ ＂ 弥生 0804・2-l 192 66 良好 外 5YR7/4鈍し'ffi' 白色砂粒含む 外叩き・刷毛目後ヘラ磨き

壺 内 5YR7/4鈍い橙 内刷毛目

273 ＂ 
II 弥生 0804・2・5 43 215 良好 外 5YR7/4鈍い橙-5YR5/1褐灰 2mm大の小石 外刷毛目・ナデ

甕 内 5YR7/4鈍い橙 と砂粒多く含む 内摩耗

274 ＂ ＂ 弥生 0804・2・4 38 62 良好 外 7.5YR7/3鈍い橙 2-3mm大の 外叩き・ナデ

甕 内 IOYRfY3浅黄橙 小石少最と微砂 内ナデ

粒と雲母含む

275 ＂ ＂ 弥生 0804・2・7 34 47 良好 外 10YR712鈍い黄橙~10YR5/1咽天 細砂粒・雲母含 外叩き・葉脈痕

甕 内 10YR7/2鈍い橙 む 内刷毛目

276 ” ＂ 弥生 0804-2-10 59 良好 外 7.5YR6/3鈍い褐 細砂粒 ・微砂粒 外叩き後ナデ

蓋 内 10YR&'2灰白-10YR6/1褐灰 少塁含む 内ナデ
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発行年月 日 西暦 2010年 3月 31日

平成 17年度

埠油ふ~ り が な名 や山まだ田は畑ただ田や山ま遺いせ桝i 
跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょうや山ま田だ字あざ畑はた田だ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 l遺跡番号 34°50'4" 134°37'17" 2005・8・3 12 携帯電話基地局

28464 i 450171 ~8・4 建設

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

山田畑田山 散布地 古墳

遺跡

追西~> り跡 が な名 い斑か鳩るがで寺ら遺いせ跡去（第 11次調査）

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょうい鯖かるがあ字ざい斑か鳩るがで寺ら

コー ド 北 緯 東 経 調査期問 調査面積(rd) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'13" 134°34'31" 2005・9・7 81 雨水排水設備

28464 450010 ~9・22 整備

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

斑鳩寺遺跡 社寺 弥生・中世・近世 石列 東西方向に延び

る石列遺構を検

出。

坦西ふ． り跡 が な名 笠闘籠蓬詠
所ふ り が

地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょうた立つお岡かあ字ざ小おば畑た
在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査原 因

市町村 ！遺跡番号 34°491 3911 134°34'4711 2005・9・26 50 宅地造成

28464 ; 450206 ~9・30 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事項

立岡東遺跡 集落跡 古墳・ 中世
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趨油ふ． り跡 が な名 太おお田だ字あざや山まのノし下た

所ふ り が な地 揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう太おお田だ字あざや山まのノし下た
在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 i遺跡番号 34°491 4111 134°36'23" 2005・10・6 60 宅地造成

28464 ， ~11・11 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事 項

遺跡が所在しな

いことが確認さ

れた。

選迫ふ り が な名 春かす日がし社や跡あと
跡

所
り が な地 揖いぼ保ぐ郡んた太い子しち町ょう馬ば場ば字あざ春かす日が
在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°50'34" 134°34'0011 2005・10・17 36 無線送信用鉄塔

28464 ! 450001 ~10・20 建設

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

春日社跡 社寺 中世

選迫 E り跡 が な名 た田な中か遺いせ跡去

所ふ り在 が な地 揖いぼ保ぐ郡んた太い子しち町ょう太おお田だ字あざ五ごた反ん田だ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'04" 134°36'09" 2005・12・12 56 宅地造成

28464 450107 ~12・16 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

田中遺跡 集落跡 弥生・古墳

退、ぷ＇
り が な名 い鮪かるが遺いせ跡去 （第 22次調杏）跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょうし、鯖かるがあ字ざ久く治じ田た

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'0411 134°34'49" 2006・1・10 96 公共下水道敷設

28464 450017 ~1・30 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

鮪遣跡 集落跡 弥生・古墳・ 中世 旧河道 弥生上器・上師器・ 旧河道から柳葉

須恵器・銅鏃 式銅鏃 1点が出

士。
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直‘
り が な名 信道疇（第 23次調査）跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょうい鵠かるがあ字ざ久く治じ田た

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調査原因

市町村 ！遺跡番号 34°50'02" 134°34'50" 2005・12・28 69 水路改修

282464 : 450017 ~2006・2・13 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

鯖遺跡 集落跡 弥生・古墳・中世

追迫ふ り が な名 東とう保ぼ遺いせ跡士

跡

尻 り在 が ]也 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょう東とう保ぼ字あざな中かノの毒空

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 i遺跡番号 34°50'0911 134°35'21" 2006・2・8 32 宅地造成

28464 i 450078 ~2・10 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東保選跡 集落跡 平安・中世

遺ふ り が な名 扁革蓮憾跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょう太おお田だあj子臼往3う田た

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 ！遺跡番号 34°49'56" 134°36'19" 2006・2・10 249 士地区画整理

28464 i 450107 ~2・22 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

田中遺跡 集落跡 弥生・古墳

遺ふ り が な名 祖勧〔亨綬羞蘇（第 3次調査）跡

所ふ り在 が 韮 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょうい饒かるがあ字ざ斑いか鳩るがで寺ら

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調査原 因

市町村＇遺跡番号 34°50'15" 134°34'39" 2006・2・28 104 校舎改築

28464 i 450011 ~3・7 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事項

斑鳩小学校 社寺 弥生・中世・近世

遺跡
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還迫ふ り が な名 策渥遣疇跡

屏 り在 が
麗 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょう東ンお保ぼ字あざ前まえ田だ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 l遺跡番号 34°50'06" 134°351 1011 2006・3・7 70 町道改良工事

28464 ; 450078 ~3・8 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東保遺跡 集落跡 平安・中世

平成 18年度

追迫戸 り跡 が な名 麗韮［［、う尋表遣疇（第 4 次• 第 5次調査）

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょうい饒かるが字あざい斑か鳩るがで寺ら

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(nf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'15" 134°341 3811 2006・5・9 730 校舎改築

28464 450016 ~5・19 

2006・5・21 

~7・14 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

斑鳩小学校 社寺 弥生・中世・近世 土坑・溝・柱穴 弥生士器・ 土師器 饒村絵図に記載

遺跡 井戸 須恵器・近世陶磁器 の南北溝を確認。

退、ぷ’
り が な名 東レうな南ん字あざ羽は子ね田だ
跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう東とうな南んあ字ざ羽は子ね田だ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(nf) 調 壺 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'48" 134°35'1311 2006・10・27 18 店舗建設

28464 , 450016 ~11・1 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

遺跡が所在しな

いことが確認さ

れた。

還迫ふ． 
り が な名 栗くり原はら遺いせ跡き
跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょう棗レう南なんあ字ざ栗くり原はら

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(m') 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°491 4411 134°35'19" 2006・11・2 24 宅地造成

28464 450016 ~11・8 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

栗原遺跡 集落跡 中世
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追西ふ． り跡 が な名 吉福遺跡

所ふ り在 が

韮 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう吉福 他

コ ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 〕遺跡番号 34°48'36" 134°33'3711 2006・11・6 16,150 都市計画道路整

28464 450016 ～ ～ ~ll・S 備

34°48'32" 134°34'1011 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

吉福遺跡 集落跡 中世

吉福西遺跡

還迫ふ． り跡 が な名 間蔦涵詠
所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょう太おお田だ字あざ五ごた反ん田だ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'45" 134°36'0711 2006・11・27 68.3 共同住宅建築

28464 450016 ~ll・29 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

川島遺跡 集落跡 弥生～中世 須恵器

建、主ふ り が な名 記盾道憾跡

所ふ り在 が

韮 揖いぼ保ぐ郡んた太い子しち町ょう太おお田だあ字ざツンボリ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 i遺跡番号 34°50'0311 134°36'12" 2007・2・21 125 宅地造成

28464 I : 450016 ~2・27 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

田中遺跡 集落跡 弥生・ 古墳 弥生土器・土師器

須恵器

平成 19年度

這油ふ幽 り が な名 箇揺酋遍砿（第 1次調査）跡

所ふ り が

箪 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうよ吉しふ福くあ字ざウチナウケ 他
在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rri) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°48'36" 134°33'37" 2007・10・29 177.84 都市計画道路整

28464 450221 ～ ～ ~12・7 備

34°48'32" 134°34'10" 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

吉福西遺跡 集落跡 平安・中世 柱穴 土師器・須恵器・輸

入磁器
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平成 20年度

遺ふ りが
跡 な名 策履遥跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょう東とう保ぼあ字ざひ東がし川がわ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 ！遺跡番号 34°50'0411 134°35'13" 2008・6・4 32 宅地造成

28464 i 450078 ~6・6 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東保遺跡 集落跡 弥生 ・古墳

追迫ふ． 
り が な名 冒示道疇跡

所ふ り が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょう太おお田だあ字ざは八ちま幡ん
在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rd) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'0411 134°36'20" 2008・7・23 40 宅地造成

28464 450107 ~7・25 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事 項

田中遺跡 集落跡 弥生・古墳

追迫ふ． 
り が な名 城閲遥蘇跡

可 り在 が な地 揖いぼ保ぐ郡んた太い子しち町ょうい鱚かるがあ字ざアヲ リ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 ！遺跡番号 34°50'53" 134°34'37" 2008・8・18 118.84 宅地造成

28464 i 450016 ~9・5 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遣 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

城山遺跡 集落跡 縄紋～古墳・ 中世 土坑 ・溝・ 柱穴 弥生上器 ・土師器

須恵器

建迫ふ り跡 が な名 碕鰭尋遥砿（第 12次調査）

屏
り が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょうい鯖かるがあ字ざい斑か鳩るがで寺ら

在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'16" 134°34'33" 2008・8・25 24 町指定文化財修

28464 '450010 ~9・25 理

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事 項

斑鳩寺遺跡 集落跡 弥生～中世・ 近世
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蓬
り が な名 灸面蔀絨麻跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう東とうな南んあ字ざ前まえ田だ・矢や田た部べあ字ざさオいのノか上み

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 i遺跡番号 34°49'4011 134°35'0811 2008・10・1 120.9 宅地造成

28464 i 450082 ~10・7 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

矢田部城跡 城跡 古墳・中世 須恵器

遺ふ り跡 が な名 い斑か鳩るがで寺らみ南なみ遺いせ桝｝ 

屏
り が な地 揖いぼ保ぐ郡んた太い子しち町ょうい饒かるが字あざち中ゅ宮うぐ寺うじ
在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'03" 134°34'2911 2008・10・9 55.35 宅地造成

28464 : 450013 ~10・15 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

斑鳩寺南遺 集落跡 縄紋～古墳・中世

跡

遺ふ り が な名 箇揺酋遣疇（第 2次調査）跡

所ふ り在 が な地 揖属廊笑浮耐著揺學管 デ前

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°48'3611 134°33'4011 2008・10・15 1,300 都市計画道路建

28464 450221 ~2009・3・19 設

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

吉福西遺跡 集落跡 平安・中世 土坑・土坑墓・溝 弥生土器・ 土師器 中世の集落跡を

柱穴 須恵器・瓦器・瓦 確認した。

輸入磁器・鉄製品

石製品

坦、ぷ‘
り が な名 情這疇（第 25次調査）跡

所ふ り が な地 揖いぼ保ぐ郡んた太い子Lち町ょう東とう保ぽあ字ざ高ヤか田だ
在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 i遺跡番号 34°50'08" 134°34'56" 2008・11・10 44.5 宅地造成

28464 : 450017 ~11・15 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

饒遺跡 集落跡 弥生・古墳・ 中世
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追迫ふ り が な名 矢葎没『隠応璽疇跡

所ふ りが
在 伍 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょうお太お田だ字あざ清しみ水ずヶが本もと

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(m') 調査 原 因

市町村 ＇遺跡番号 34°49'50" 134°35'58" 2009・1・7 90 宅地造成

28464 1450016 ~1・13 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事項

大津茂川床 散布地 縄紋・弥生

遣跡

埠油戸
り が な名 如崖篇白遣疇跡

所ふ り が な地 揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう東とう保ぼあ字ざ神かん田だ
在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村，遺跡番号 34°50'11" 134°351 0611 2009・3・2 40 宅地造成

28464I '450079 ~3・4 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東保裔田遺 集落跡 弥生・古墳・中世

跡

埠迫ふ り が な名 ］国矢閲う号籟．蛉募讀跡

所 り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうや山ま田だあ字ざだ大いや山ま

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'20" 134°36'53" 2008・10・30 5,000 防災設備設置

28464 450150 ~2009・3・31 

450248 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

山田大山 7号 古墳 古墳 横穴式石室 新たに横穴式石

墳 ・10号墳 室を主体部にも

つ古墳 5基を確

認した。
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